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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードにあることを第一の通信デバイ
スにおいて決定することと、
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記第二の通信デバイスのため
の電力セーブプロキシとして前記第一の通信デバイスを指定することを前記第一の通信デ
バイスにおいて決定することと、
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記通信ネットワークのレガシ
ー通信デバイスから前記第二の通信デバイスに送信されるパケットを前記第一の通信デバ
イスにおいて検出することと、
　前記パケットを前記検出することに応じて、前記第二の通信デバイスが前記パケットを
受信したことを示し、前記レガシー通信デバイスが前記第二の通信デバイスに前記パケッ
トを再送することを停止させるために、前記第一の通信デバイスから前記レガシー通信デ
バイスに確認応答メッセージを送信することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを前記決定することは、前記第
二の通信デバイスが前記省電力モードのスリープサブ状態に入るときを、前記第一の通信
デバイスにおいて、決定することを備え、そして、
　前記パケットを前記検出することは、前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態
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にある間、前記レガシー通信デバイスから前記第二の通信デバイスに送信される前記パケ
ットを前記第一の通信デバイスにおいて検出することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを前記決定することは、前記第
二の通信デバイスが前記省電力モードに切り替わるであろう瞬間時間と、時間間隔であっ
て、この時間間隔の後に前記第二の通信デバイスが前記省電力モードに切り替わる時間間
隔とを示す、前記第二の通信デバイスからの通知を、前記第一の通信デバイスにおいて受
信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記パケットを前記検出することは、
　前記第一の通信デバイスにおいて、前記レガシー通信デバイスからの複数の送信を監視
することと、
　前記レガシー通信デバイスからの第一の前記複数の送信が前記省電力モードにある前記
第二の通信デバイス向けのものであることを前記第一の通信デバイスにおいて決定するこ
とと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記レガシー通信デバイスから送信される前記パケットを前記第一の通信デバイスにお
いて記憶することと、
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードを終了するとき、前記第一の通信デバイス
から前記第二の通信デバイスに前記パケットを転送することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記パケットを前記転送することは、
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードのスリープサブ状態を終了するときを前記
第一の通信デバイスにおいて決定することと、
　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態を終了するとき、前記第一の通信デバ
イスから前記第二の通信デバイスに前記パケットを転送することと、
　を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記レガシー通信デバイスから受信され、前記第二の通信デバイスに宛てられた前記パ
ケットに少なくとも部分的に基づいて、パケット統計値を前記第一の通信デバイスにおい
て決定することと、
　前記第二の通信デバイスに、前記省電力モードを終了して前記パケットを受信するかど
うかを決定することを可能にさせるために、前記第一の通信デバイスから前記第二の通信
デバイスに、前記パケット統計値を含む制御メッセージを送信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記パケット統計値を前記決定することは、
　前記省電力モードにある前記第二の通信デバイスのために前記レガシー通信デバイスか
ら受信した前記パケットのタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記パケット統計値を
前記第一の通信デバイスにおいて決定すること
　を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記パケット統計値を含む前記制御メッセージを前記送信することは、
　前記パケットのタイプと、前記パケットに関連付けられた優先順位と、前記レガシー通
信デバイスのタイプと、のうちの少なくとも１つに基づいて、前記第二の通信デバイスに
前記省電力モードを終了することを要求するために、前記第二の通信デバイスに前記制御
メッセージを送信するか否かを、前記第一の通信デバイスにおいて決定すること
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを前記決定することに応じて、
前記方法は、
　　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記第二の通信デバイスへの
電力セーブプロキシブリッジとして前記第一の通信デバイスを指定することを決定するこ
と、ここにおいて、前記第二の通信デバイスは、前記通信ネットワークのネットワークブ
リッジである、と、
　　前記第一の通信デバイスから複数の通信デバイスに、前記第一の通信デバイスが前記
第二の通信デバイスへの前記電力セーブプロキシブリッジであることを示し、前記複数の
通信デバイスに前記第二の通信デバイス向けの後続パケットを前記第一の通信デバイスへ
と送信させるために、第二の制御メッセージを送信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第一の通信デバイスにおいて、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードを終了
したと決定することと、
　前記レガシー通信デバイスに前記第二の通信デバイス向けの後続パケットを前記第二の
通信デバイスへと送信させるために、前記第一の通信デバイスがもはや前記第二の通信デ
バイスへの前記電力セーブプロキシブリッジでないことを示すために、前記第一の通信デ
バイスから少なくとも前記レガシー通信デバイスに第三の制御メッセージを送信すること
と、
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第二の通信デバイスは、第三の通信デバイスへのネットワークブリッジであり、
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを前記決定することに応じて、
前記方法は、
　　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記第二の通信デバイスと前
記第三の通信デバイスへの電力セーブプロキシブリッジとして前記第一の通信デバイスを
指定することを決定することと、
　　前記レガシー通信デバイスに前記第二の通信デバイスと前記第三の通信デバイス向け
の後続パケットを前記第一の通信デバイスへと送信させるために、前記第一の通信デバイ
スが前記第二の通信デバイスと前記第三の通信デバイスへの前記電力セーブプロキシブリ
ッジであることを示すために、前記第一の通信デバイスから少なくとも前記レガシー通信
デバイスに第二の制御メッセージを送信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第一の通信デバイス、前記第二の通信デバイス、及び前記レガシー通信デバイスが
電力線通信ネットワーク、イーサネット（登録商標）、および無線ローカルエリアネット
ワークのうちの少なくとも１つを介して通信するように構成されている、請求項１に記載
の方法。
【請求項１４】
　通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードにあることを、第一の通信デバ
イスにおいて、決定することと、
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードのスリープサブ状態に入るときを、前記第
一の通信デバイスにおいて、決定することと、
　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記第二の通信デバイスの
ための電力セーブプロキシとして前記第一の通信デバイスを指定することを、前記第一の
通信デバイスにおいて、決定することと、
　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記通信ネットワークのレ
ガシー通信デバイスから前記第二の通信デバイスに送信されるパケットを、前記第一の通
信デバイスにおいて、検出することと、
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　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記レガシー通信デバイス
から前記第二の通信デバイスに送信される前記パケットを前記検出することに応じて、前
記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記第二の通信デバイスへのパ
ケットの送信を停止することを前記レガシー通信デバイスに要求するために、前記第一の
通信デバイスから前記レガシー通信デバイスにホールド制御メッセージを送信することと
、
　を備える方法。
【請求項１５】
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを前記決定することは、前記第
一の通信デバイスにおいて、前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態に切り替わ
るであろう瞬間時間と、前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態のままである期
間とを示す、前記第二の通信デバイスからの通知を受信することを備える、請求項１４に
記載の方法。
【請求項１６】
　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記レガシー通信デバイス
から前記第二の通信デバイスに送信される前記パケットを前記検出することは、
　　前記第一の通信デバイスにおいて前記レガシー通信デバイスからの複数の送信を監視
することと、
　　前記レガシー通信デバイスからの第一の前記複数の送信が前記スリープサブ状態にあ
る前記第二の通信デバイス向けのものであることを、前記第一の通信デバイスにおいて決
定することと、
　を備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第一の通信デバイスから前記レガシー通信デバイスに前記ホールド制御メッセージ
を前記送信することは、
　　前記第二の通信デバイスが前記パケットを受信したことを示すために、前記第一の通
信デバイスから前記レガシー通信デバイスに確認応答メッセージを送信すること
　をさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第一の通信デバイスから前記レガシー通信デバイスに前記ホールド制御メッセージ
を前記送信することは、
　　前記レガシー通信デバイスが前記第二の通信デバイスへのパケットの送信を停止すべ
きホールド時間間隔を、前記第一の通信デバイスにおいて、決定することと、
　　前記ホールド制御メッセージにおいて前記ホールド時間間隔の表示を提供することと
、
　を備え、前記ホールド時間間隔は、
　　所定の時間間隔と、
　　時間周期に基づいて決定された第一の時間間隔、ここにおいて、前記時間周期の後に
、前記第二の通信デバイスは、前記スリープサブ状態を終了する、と、
　　時間周期に基づいて決定された第二の時間間隔、ここにおいて、前記時間周期の後に
、前記第二の通信デバイスは、前記省電力モードを終了する、と、
　のうちの一つである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第一の通信デバイスから前記レガシー通信デバイスに前記ホールド制御メッセージ
を前記送信することは、
　　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記第一の通信デバイス
から前記レガシー通信デバイスに前記ホールド制御メッセージを連続的に送信することと
、
　　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態を終了するときに、前記第一の通信
デバイスから前記レガシー通信デバイスへの後続のホールド制御メッセージの送信を停止
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することと、
　を備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第一の通信デバイスにおいて前記レガシー通信デバイスから送信された前記パケッ
トを記憶することと、
　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態を終了し、前記省電力モードのアウェ
イクサブ状態に切り替えるとき、または、前記第二の通信デバイスが省電力モードを終了
するとき、前記第一の通信デバイスから前記第二の通信デバイスに前記パケットを転送す
ることと、
　をさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを前記決定することに応じて、
前記方法は、
　　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記第二の通信デバイス
への電力セーブプロキシブリッジとして前記第一の通信デバイスを指定することを決定す
ることと、
　　前記レガシー通信デバイスに前記第二の通信デバイス向けの後続パケットを前記第一
の通信デバイスへと送信させるために、前記第一の通信デバイスが前記第二の通信デバイ
スへの前記電力セーブプロキシブリッジであることを示すために、前記第一の通信デバイ
スから少なくとも前記レガシー通信デバイスに制御メッセージを送信することと、
　をさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第一の通信デバイス、前記第二の通信デバイス、及び前記レガシー通信デバイスが
、電力線通信ネットワーク、イーサネット、および無線ローカルエリアネットワークのう
ちの少なくとも１つを介して通信するように構成される、請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　ネットワークインターフェースと、
　前記ネットワークインターフェースに結合された電力セーブユニットと
　を備える通信デバイスであって、前記電力セーブユニットは、
　　通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードにあることを決定し、
　　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記第二の通信デバイスのた
めの電力セーブプロキシとして前記通信デバイスを指定することを決定し、
　　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記通信ネットワークのレガ
シー通信デバイスから前記第二の通信デバイスに送信されるパケットを検出し、
　　前記電力セーブユニットが前記パケットを検出することに応じて、前記第二の通信デ
バイスが前記パケットを受信したことを示し、前記レガシー通信デバイスが前記第二の通
信デバイスに前記パケットを再送することを停止させるために、前記レガシー通信デバイ
スに確認応答メッセージを送信する、
　ように動作可能である、通信デバイス。
【請求項２４】
　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを決定するように動作可能な前
記電力セーブユニットは、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードのスリープサブ状
態に入るときを決定するように動作可能な前記電力セーブユニットを備え、
　前記パケットを検出するように動作可能な前記電力セーブユニットは、前記第二の通信
デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記レガシー通信デバイスから前記第二の通
信デバイスに送信される前記パケットを検出するように動作可能な前記電力セーブユニッ
トを備える、請求項２３に記載の通信デバイス。
【請求項２５】
　前記電力セーブユニットは、
　前記レガシー通信デバイスから送信される前記パケットを記憶し、
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　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードを終了するとき、または、前記第二の通信
デバイスが前記省電力モードのスリープサブ状態を終了するとき、前記第二の通信デバイ
スに前記パケットを転送する、
　ようにさらに動作可能である、請求項２３に記載の通信デバイス。
【請求項２６】
　前記電力セーブユニットが、
　前記レガシー通信デバイスから受信され、前記第二の通信デバイスに宛てられた、前記
パケットに少なくとも部分的に基づいて、パケット統計値を決定し、
　前記第二の通信デバイスに、前記省電力モードを終了して前記パケットを受信するかど
うかを決定することを可能にさせるために、前記第二の通信デバイスに、前記パケット統
計値を含む制御メッセージを送信する
　ようにさらに動作可能である、請求項２３に記載の通信デバイス。
【請求項２７】
　前記パケット統計値を決定するように動作可能な前記電力セーブユニットは、
　前記省電力モードにある前記第二の通信デバイスのために前記レガシー通信デバイスか
ら受信した前記パケットのタイプに少なくとも部分的に基づいて前記パケット統計値を決
定する
　ように動作可能な前記電力セーブユニットを備える、請求項２６に記載の通信デバイス
。
【請求項２８】
　前記電力セーブユニットが、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを
決定することに応じて、前記電力セーブユニットは、
　　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記第二の通信デバイスへの
電力セーブプロキシブリッジとして前記通信デバイスを指定することを決定し、
　　前記レガシー通信デバイスに前記第二の通信デバイス向けの後続パケットを前記通信
デバイスへと送信させるために、前記通信デバイスが前記第二の通信デバイスへの前記電
力セーブプロキシブリッジであることを示すために、少なくとも前記レガシー通信デバイ
スに第二の制御メッセージを送信する、
　ように動作可能である、請求項２３に記載の通信デバイス。
【請求項２９】
　ネットワークインターフェースと、
　前記ネットワークインターフェースと結合された電力セーブユニットと
　を備える通信デバイスであって、前記電力セーブユニットは、
　　通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードにあることを決定し、
　　前記第二の通信デバイスが前記省電力モードのスリープサブ状態に入るときを決定し
、
　　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記第二の通信デバイス
のための電力セーブプロキシとして前記通信デバイスを指定することを決定し、
　　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、レガシー通信デバイスか
ら前記第二の通信デバイスに送信されるパケットを検出し、
　　前記電力セーブユニットが、前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある
間、前記レガシー通信デバイスから前記第二の通信デバイスに送信される前記パケットを
検出することに応じて、前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記
第二の通信デバイスへのパケットの送信を停止することを前記レガシー通信デバイスに要
求するために、前記レガシー通信デバイスにホールド制御メッセージを送信する、
　ように動作可能である、通信デバイス。
【請求項３０】
　前記レガシー通信デバイスに前記ホールド制御メッセージを送信するように動作可能な
前記電力セーブユニットは、
　　前記第二の通信デバイスが前記パケットを受信したことを示すために、確認応答メッ
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セージを前記レガシー通信デバイスに送信する
　ように動作可能な前記電力セーブユニットをさらに備える、請求項２９に記載の通信デ
バイス。
【請求項３１】
　前記レガシー通信デバイスに前記ホールド制御メッセージを送信するように動作可能な
前記電力セーブユニットは、
　前記ホールド制御メッセージにおいてホールド時間間隔の表示を提供し、
　ここにおいて、前記ホールド時間間隔は、
　　所定の時間間隔と、
　　時間周期に基づいて決定された第一の時間間隔、ここにおいて、前記時間周期の後に
前記第二の通信デバイスは前記スリープサブ状態を終了する、と、
　　前記時間周期に基づいて決定された第二の時間間隔、ここにおいて、前記時間周期の
後に、前記第二の通信デバイスは、前記省電力モードを終了する、と、
　のうちの一つである、
　または、
　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記レガシー通信デバイス
に前記ホールド制御メッセージを連続的に送信する、
　ように動作可能な前記電力セーブユニットを備える、請求項２９に記載の通信デバイス
。
【請求項３２】
　前記電力セーブユニットは、
　　前記レガシー通信デバイスから送信される前記パケットを記憶し、
　　前記第二の通信デバイスが、前記スリープサブ状態を終了し、アウェイクサブ状態に
切り替わるとき、または、前記第二の通信デバイスが省電力モードを終了するとき、前記
第二の通信デバイスに前記パケットを転送する、
　ようにさらに動作可能である、請求項２９に記載の通信デバイス。
【請求項３３】
　前記電力セーブユニットが、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあることを
決定することに応じて、前記電力セーブユニットは、
　　前記第二の通信デバイスが前記スリープサブ状態にある間、前記第二の通信デバイス
への電力セーブプロキシブリッジとして前記通信デバイスを指定することを決定し、
　　前記レガシー通信デバイスに前記第二の通信デバイス向けの後続パケットを前記通信
デバイスへと送信させるために、前記通信デバイスが第二の通信デバイスへの前記電力セ
ーブプロキシブリッジであることを示すために、少なくとも前記レガシー通信デバイスに
制御メッセージを送信する、
　　ように動作可能である、請求項２９に記載の通信デバイス。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　[0001]本出願は、２０１１年１２月２２日に出願された米国特許出願第13/335,497及び
２０１１年７月２０日に出願された米国仮出願第61/509,876の優先権の利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]本発明の主題の実施形態は、通信システムの分野に概して関連し、具体的には、
通信ネットワークにおける電力セーブプロキシ(power save proxy)に関する。
【０００３】
　[0003]通信デバイスは、エネルギー消費を低減し、電力を節約するために、省電力モー
ド(power save mode)で動作することにより、省電力メカニズムを主として実装する。省
電力モードでは、通信デバイスは、定期的にアウェイクサブ状態(awake sub-state )とス
リープサブ状態(sleep sub-state)を変移することができる。通信デバイスは、パケット
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の送受信を一時的に停止することができ、したがって、通信デバイスに関連付けられた平
均電力消費を低減する。
【０００４】
省電力モードにおけるアウェイクサブ状態とスリープサブ状態の持続時間は、通信デバイ
スに保存されることができる電力の総計に影響を与えることができる。 
【発明の概要】
【０００５】
　[0004]いくつかの実施形態において、この方法は、通信ネットワークの第二の通信デバ
イスが省電力モードであることを第一の通信デバイスにおいて決定し、第二の通信デバイ
スが省電力モードにある間、第二の通信デバイスのために電力セーブプロキシとして第一
の通信デバイスを指定するために、第一の通信デバイスにおいて、決定し、第二の通信デ
バイスが省電力モードにある間、第二の通信デバイスに通信ネットワークのレガシー通信
デバイス(legacy communication device)から送信される一つまたは複数のパケットを第
一の通信デバイスにおいて検出し、そして、第二の通信デバイスが省電力モードにある間
にレガシー通信デバイスから第二の通信デバイスに送信される一つまたはそれ以上のパケ
ットを検出するのに応じて、前記第二の通信デバイスが、一つまたは複数のパケットを受
信できるように、第二の通信デバイスが省電力モードを終了することを要求するため、第
一の通信デバイスから第二の通信デバイスへの制御メッセージを送信することを備える。
【０００６】
　[0005]いくつかの実施形態では、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モー
ドであると前記決定することは、前記第二の通信デバイスが省電力モードに関連するスリ
ープサブ状態に入るとき、第一の通信デバイスにおいて、決定することを有し、ここにお
いて、前記第二の通信デバイスが省電力モードにある間に第二の通信デバイスへの通信ネ
ットワークのレガシー通信デバイスから送信される一つまたはそれ以上のパケットを前記
検出することは、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態にある間に第二
の通信デバイスに、レガシー通信デバイスから送信される前記1または複数のパケットを
第一の通信デバイスで検出することを備える。
【０００７】
　[0006]いくつかの実施形態では、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モー
ドであると前記決定することは、第二の通信デバイスが省電力モードに切り替わるであろ
うための時間間隔と第二の通信デバイスが省電力モードに切り替わるあろう瞬間時間(tim
e instant)を示す前記第二の通信デバイスからの通知を第一の通信デバイスにおいて、受
信することを有する。
【０００８】
　[0007]いくつかの実施形態では、前記第二の通信デバイスが省電力モードにある間に第
二の通信デバイスへの通信ネットワークのレガシー通信デバイスから送信される一つまた
はそれ以上のパケットを前記検出することは、第一の通信デバイスにおいて通信ネットワ
ークのレガシー通信デバイスからの複数の送信を監視することおよびレガシー通信デバイ
スからの第一の複数の送信は省電力モードにおける第二の通信デバイスのために意図され
ていることを第一の通信デバイスにおいて決定することを有する。
【０００９】
　[0008]いくつかの態様において、本方法はさらに、第一の通信デバイスにおいて、レガ
シー通信デバイスから送信される一つまたは複数のパケットを記憶すること、および第二
の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態を終了するときに前記第二の通信デバ
イスに第一の通信デバイスから一つまたはそれ以上のパケットを転送することを有する。
【００１０】
　[0009]いくつかの態様において、第二の通信デバイスが省電力モードを終了するときに
前記第二の通信デバイスに第一の通信デバイスから一つまたはそれ以上のパケットを前記
転送することは、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態を終了するとき
を第一の通信デバイスにおいて決定することおよび第二の通信デバイスが省電力モードの
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スリープサブ状態を終了するときに前記第二の通信デバイスに第一の通信デバイスから一
つまたはそれ以上のパケットを転送することを構成する。
【００１１】
　[0010]いくつかの実施形態では、第二の通信デバイスが省電力モードを終了するよう要
求するため、第二の通信デバイスへ第一の通信デバイスから制御メッセージを前記送信す
ることは、第一の通信デバイスにおいて、省電力モードでの第二の通信デバイスのためレ
ガシー通信デバイスから受信した前記の一つまたは複数のパケットのタイプ、少なくとも
部分的に基づくパケット統計値（packet statistics）を決定すること、および前記制御
メッセイージにおいて第二の通信デバイスへ第一の通信デバイスから前記パケット統計値
が提供することを構成する。
【００１２】
　[0011]いくつかの実施形態では、第二の通信デバイスが省電力モードを終了するよう要
求のために、第二の通信デバイスへ第一の通信デバイスから制御メッセージを前記送信す
ることは、第二の通信デバイスに、一つまたは複数のパケットに関連付けられたタイプ、
一つ以上のパケットに関連付けられた優先順位そしてレガシー通信デバイスの種別の少な
くとも1つに基づく省電力モードを終了する要求のために第二の通信デバイスへ制御メッ
セージを送信するか否かを第一の通信デバイスにおいて、決定することをさらに構成する
。
【００１３】
　[0012]いくつかの実施形態では、前記第二の通信デバイスがスリープ状態にある間に、
第二の通信デバイスへ通信ネットワークのレガシー通信デバイスから送信される一つまた
はそれ以上のパケットを前記検出することに応じて、
前記方法は、第二の通信デバイスが一つまたはそれ以上のパケットを受信したことを示す
ためおよびレガシー通信デバイスが第二の通信デバイスに一つまたは複数のパケットを再
送することを停止するために、レガシー通信デバイスへ第一の通信デバイスから確認応答
メッセージ(acknowledgement message)を送信することをさらに構成する。
【００１４】
　[0013]いくつかの実施形態では、レガシー通信デバイスに少なくともホールド時間間隔
の間第二の通信デバイスへ送信を中止することを要求するためレガシー通信デバイスに第
一の通信デバイスからホールド時間間隔を含むホールド制御メッセージを送信することを
さらに構成する。
【００１５】
　[0014]いくつかの実施形態では、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モー
ドにあるとの前記決定に応じて、その方法は、第二の通信デバイスが省電力モードである
間第二の通信デバイスへの電力セーブプロキシブリッジとして第一の通信デバイスを指定
するために決定すること、そして
レガシー通信デバイスに第一の通信デバイスへの第二の通信デバイス向けの後続パケット
を送信させるため、前記第一の通信デバイスが第二の通信デバイスへの電力セーブプロキ
シブリッジであることを示すために、第一の通信デバイスから少なくともレガシー通信デ
バイスに第2の制御メッセージを送信することをさらに構成している。
【００１６】
　[0015]いくつかの態様において、本方法は、通信ネットワークの第二の通信デバイスが
省電力モードを終了することを、第一の通信デバイスにおいて決定し、そして、第一の通
信デバイスは、レガシー通信デバイスが第二の通信デバイスへ第二の通信デバイス向けの
後続パケットを送信させるため、もはや第二の通信デバイスへのプロキシブリッジではな
いことを示すために、第一の通信デバイスから少なくともレガシー通信デバイスに、第三
の制御メッセージを送信することをさらに構成する。
【００１７】
　[0016]いくつかの実施形態では、第二の通信デバイスは、第三の通信デバイスへのネッ
トワークブリッジであり、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードである
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ことを前記決定することに応じて、前記方法は、前記第二の通信デバイスが省電力モード
にある間に第二の通信デバイスと第三の通信デバイスへの電力セーブプロキシブリッジと
して第一の通信デバイスを指定することを決定すること、そして、レガシー通信デバイス
に第一の通信デバイスへ第二の通信デバイスと第三の通信デバイス向けの後続パケットを
送信させるため、第一の通信デバイスが第二の通信デバイスと第三の通信デバイスへの電
力セーブプロキシブリッジであることを示すため、少なくともレガシー通信に第一の通信
デバイスから第二の制御メッセージの送信することを、さらに構成する。
【００１８】
　[0017]いくつかの実施形態では、第一の通信デバイス、第二の通信デバイス、及びレガ
シー通信デバイスが電力線通信ネットワーク、イーサネット（登録商標）、および無線ロ
ーカルエリアネットワークの少なくとも1つを介して通信するように構成されている。 
　[0018]いくつかの態様において、方法は、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省
電力モードにあることを、第一の通信デバイスにおいて、決定することと、第一の通信デ
バイスにおいて、第二の通信デバイスが省電力モードに関連付けられたスリープサブ状態
に入るときを決定することと、
第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態にある間、第二の通信デバイスの
ために、第一の通信デバイスを電力セーブプロキシとして指定することを、第一の通信デ
バイスにおいて決定することと、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態
にある間に第二の通信デバイスへ通信ネットワークのレガシー通信デバイスから送信され
る一つまたはそれ以上のパケットを、第一の通信デバイスにおいて検出すること、そして
、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態にある間に第二の通信デバイス
にレガシー通信デバイスから送信される一つまたはそれ以上のパケットを前記検出するこ
とに応じて、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態にある間、第二の通
信デバイスへのパケットの送信を停止することをレガシー通信デバイスに要求するために
、レガシー通信デバイスに第一の通信デバイスから一つ以上のホールド制御メッセージを
送信すること、を構成する。 
　[0019]いくつかの実施形態では、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モー
ドであることを前記決定することは、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードのスリ
ープサブ状態に切り替わるであろうための時間間隔と、前記第二の通信デバイスが前記省
電力モードのスリープサブ状態に切り替わるであろう瞬間時間を示す前記第二の通信デバ
イスからの通知を、前記第一の通信デバイスにおいて、受信することと、を構成する。
【００１９】
　[0020]いくつかの実施形態では、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状
態にある間に、第二の通信デバイスへ通信ネットワークのレガシー通信デバイスから送信
される一つまたはそれ以上のパケットを前記検出することは、前記第一の通信デバイスに
おいて、通信ネットワークのレガシー通信デバイスからの複数の送信を監視し、そして、
第一の通信デバイスにおいて、レガシー通信デバイスから第一の複数の送信は、省電力モ
ードのスリープサブ状態で第二の通信デバイスのために意図されていることを決定するこ
とを構成する。
【００２０】
　[0021]いくつかの実施形態では、第一の通信デバイスからレガシー通信デバイスに一つ
または複数のホールド制御メッセージを前記送信することは、第二の通信デバイスが一つ
または複数のパケットを受信したことを示すために第一の通信デバイスからレガシー通信
デバイスに、少なくとも一つの確認応答メッセージを送信することさらに構成する。 
　[0022]いくつかの実施形態では、第一の通信デバイスからレガシー通信デバイスに一つ
または複数のホールド制御メッセージを前記送信することは、レガシー通信デバイスが前
記第二の通信デバイスへのパケットの送信を停止すべきホールド時間間隔を、第一の通信
デバイスにおいて、決定すること、および一つまたは複数のホールド制御メッセージにお
いてホールド時間間隔の表示(indication)を提供することを備え、ここにおいてホールド
時間間隔は、所定の時間間隔と、時間周期に基づいて決定された第一の時間間隔と、ここ
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において、該時間周期の後に、第二の通信デバイスは、省電力モードのスリープサブ状態
を終了し、時間周期に基づいて決定された第二の時間間隔と、ここにおいて、該時間周期
の後に、第二の通信デバイスは、省電力モードを終了する、のうちの一つである。
【００２１】
　[0023]いくつかの実施形態では、第一の通信デバイスからレガシー通信デバイスに一つ
または複数のホールド制御メッセージを前記送信することは、第二の通信デバイスが省電
力モードのスリープサブ状態であるとき、レガシー通信デバイスに第一の通信デバイスか
ら一つまたは複数のホールド制御メッセージを連続的に送信すること、および前記第二の
通信デバイスがスリープサブ状態を終了するときに、第一の通信デバイスからレガシー通
信デバイスに一つまたは複数のホールド制御メッセージを送信を停止することを構成する
。
【００２２】
　[0024]いくつかの態様において、本方法は、第一の通信デバイスにおいて、レガシー通
信デバイスから送信される一つまたは複数のパケットを記憶すること、および第二の通信
デバイスが省電力モードのスリープサブ状態を終了ときと省電力モードのアウェイクサブ
状態に切り替わるときもしくは第二の通信デバイスが省電力モードを終了するとき、前記
第二の通信デバイスに第一の通信デバイスから一つまたはそれ以上のパケットを転送する
ことをさらに構成する。　
　[0025]いくつかの態様において、本方法は、第二の通信デバイスに、一つ以上のパケッ
トに関連付けられたタイプ、一つまたは複数のパケットに関連付けられた優先度およびレ
ガシー通信デバイスのタイプのうち一つもしくは複数に基づいて、省電力モードのスリー
プサブ状態を終了することを要求するため第二の通信デバイスへ制御メッセージを送信す
るか否かを第一の通信デバイスにおいて判定することと、第二の通信デバイスに省電力モ
ードのスリープサブ状態を終了することを要求するために、第二の通信デバイスに制御メ
ッセージを送信することを決定することに応答じて、第二の通信デバイスに省電力モード
のスリープサブ状態を終了することを要求するために第二の通信デバイスへ制御メッセー
ジを送信すること、をさらに構成する。
【００２３】
　[0026]いくつかの実施形態では、第二の通信デバイスに省電力モードのスリープサブ状
態を終了することを要求するために、第二の通信デバイスに制御メッセージを前記送信す
ることは、第一の通信デバイスにおいて、省電力モードでの第二の通信デバイスのための
レガシー通信デバイスから受信した一つまたは複数のパケットのタイプに、少なくとも部
分に、基づいてパケット統計値を決定すること、および前記制御メッセージにおいて第二
の通信デバイスに第一の通信デバイスからパケット統計値を提供することを構成する。 
　[0027]いくつかの実施形態では、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モー
ドに入っているとの前記決定することに応じて、前記方法は、第二の通信デバイスが省電
力モードのスリープサブ状態にある間に第二の通信デバイスへの電力セーブプロキシブリ
ッジとして第一の通信デバイスを指定すること、および第一の通信デバイスへ第二の通信
デバイス向けの後続パケットをレガシー通信デバイスに送信させるため、前記第一の通信
デバイスは、第二の通信デバイスへの省電力プロキシブリッジであることを示すため、少
なくともレガシー通信デバイスに第一の通信デバイスから制御メッセージを送信すること
をさらに構成する。
【００２４】
　[0028]いくつかの実施形態では、第一の通信デバイス、第二の通信デバイス、及びレガ
シー通信デバイスが電力線通信ネットワーク、イーサネット、および無線ローカルエリア
ネットワークの少なくとも1つを介して通信するように構成されている。 
　[0029]通信デバイスは、ネットワークインターフェースと、ネットワークインターフェ
ースユニットに結合される電力セーブユニットを備え、前記電力セーブユニットは、通信
ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードであることを決定し、第二の通信デバ
イスが省電力モードにある間に、前記通信デバイスを第二の通信デバイスのための電力セ
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ーブプロキシとして指定することを決定し、第二の通信デバイスが省電力モードである間
に、第二の通信デバイスに対して通信ネットワークのレガシー通信デバイスから送信され
る一つまたはそれ以上のパケットを検出し、第二の通信デバイスが省電力モードにある間
に第二の通信デバイスにレガシー通信デバイスから送信される一つまたはそれ以上のパケ
ットを検出する電力セーブユニットに応じて、第二の通信デバイスが、一つ以上のパケッ
トを受信できるように第二の通信デバイスが省電力モードを終了することを要求するため
、第二の通信デバイスへ制御メッセージを送信する動作が可能である。
【００２５】
　[0030]いくつかの実施形態では、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モー
ドであることを決定するように動作可能な電力セーブユニットは、第二の通信デバイスが
省電力モードに関連するスリープサブ状態になるときを決定するように動作可能な電力セ
ーブユニットを構成する。そして、ここにおいて、前記第二の通信デバイスが省電力モー
ドにある間に通信ネットワークのレガシー通信デバイスから第二の通信デバイスに送信さ
れる一つまたはそれ以上のパケットを検出するように動作可能である電力セーブユニット
は、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態にある間にレガシー通信デバ
イスから第二の通信デバイスに、送信される一つまたはそれ以上のパケットを検出するよ
うに動作可能な電力セーブユニットを構成する。
【００２６】
　[0031]いくつかの実施形態では、電力セーブユニットは、レガシー通信デバイスから送
信される一つまたは複数のパケットを記憶するようにさらに動作可能であり、前記第二の
通信デバイスが省電力モードから終了するか、もしくは第二の通信デバイスが省電力モー
ドのスリープサブ状態を終了するとき、第二の通信デバイスに1つまたはそれ以上のパケ
ットを転送する。
【００２７】
　[0032]いくつかの実施形態では、第二の通信デバイスに省電力モードを終了することを
要求するため、第二の通信デバイスへ制御メッセージを送信するように動作可能な前記電
力セーブユニットは、省電力モードでの第二の通信デバイスのためレガシー通信デバイス
から受信した一つまたは複数のパケットのタイプに、少なくとも部分に、基づいてパケッ
ト統計値を決定し、および前記制御メッセージにおいて第二の通信デバイスにパケット統
計値を提供する動作が可能な電力セーブユニットを構成する。
【００２８】
　[0033]いくつかの実施形態では、第二の通信デバイスがスリープ状態にある間通信ネッ
トワークのレガシー通信デバイスから第二の通信デバイスへ送信される一つまたはそれ以
上のパケットを検出する電力セーブユニットに応じて、電力セーブユニットは、第二の通
信デバイスが一つまたはそれ以上のパケットを受信したことを示すため、そして、第二の
通信デバイスに一つまたは複数のパケットを再送することをレガシー通信デバイスに停止
させるためにレガシー通信デバイスに確認応答メッセージを送信するようにさらに動作可
能である。
【００２９】
　[0034]いくつかの実施形態では、電力セーブユニットは、第二の通信デバイスが省電力
モードにある間に、少なくともホールドタイムもしくは連続的にレガシー通信デバイスに
一つまたは複数のホールド制御メッセージを送信するために、第二の通信デバイスへ送信
することを中止することをレガシー通信デバイスに要求するため、レガシー通信デバイス
へホールド時間間隔を含む一つ以上のホールド制御メッセージを送信するようにさらに動
作可能である。
【００３０】
　[0035]いくつかの実施形態では、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モー
ドに入っていると決定する電力セーブユニットに応じて、電力セーブユニットは、第二の
通信デバイスが省電力モードにある間に、第二の通信デバイスへの電力セーブプロキシブ
リッジとしての通信デバイスを指定するために決定すること、そして、前記通信デバイス
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が、レガシー通信デバイスに通信デバイスへ第二の通信デバイス向けの後続パケットを送
信させるために、第二の通信デバイスへの電力セーブプロキシブリッジであることを示す
ために、少なくともレガシー通信デバイスに第二の制御メッセージを送信するように動作
可能である
　[0036]いくつかの実施形態では、通信デバイスは、ネットワークインターフェース、ネ
ットワークインタフェースに接続された電力セーブユニットを備え、ここにおいて、電力
セーブユニットは、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードであると決定
し、第二の通信デバイスが省電力モードに関連するスリープサブ状態に入るときを決定し
、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブにある間に第二の通信デバイスの電
力セーブプロキシとして通信デバイスを指定することを決定し、第二の通信デバイスが省
電力モードのスリープサブ状態にある間に通信ネットワークのレガシー通信デバイスから
第二の通信デバイスに送信される一つまたはそれ以上のパケットを検出し、前記第二の通
信デバイスが省電力モードのスリープ状態にある間に、通信ネットワークのレガシー通信
デバイスから第二の通信デバイスへ送信される一つまたはそれ以上のパケットを前記検出
することに応じて、第二の通信デバイスが省電力モードのスリープサブ状態にある間に第
二の通信デバイスへのパケットの送信を停止することをレガシー通信デバイスに要求する
ため、レガシー通信デバイスに、一つまたはそれ以上のホールド制御メッセージを送信す
る動作が可能である。
【００３１】
　[0037]いくつかの実施形態では、レガシー通信デバイスに一つまたは複数のホールド制
御メッセージを送信するように動作可能な前記電力セーブユニットは、第二の通信デバイ
スが一つまたは複数のパケットを受信したことを示すレガシー通信デバイスへの少なくと
も一つの確認応答メッセージを送信するように動作可能な電力セーブユニットをさらに備
える。
【００３２】
　[0038]いくつかの実施形態では、レガシー通信デバイスに一つ以上のホールド制御メッ
セージを送信する動作可能な電力セーブユニットは、一つまたは複数のホールド制御メッ
セージ内のホールド時間インターバルの表示を提供するように動作可能であり、ここにお
いて、ホールド時間間隔は、第二の通信デバイスが省電力モードのサブ状態にある間に、
レガシー通信デバイスに一つまたは複数のホールド制御メッセージを連続的に送信するた
め、もしくはレガシー通信デバイスが第二の通信デバイスへのパケットの送信を停止すべ
きための期間を示す。
【００３３】
　[0039]いくつかの実施形態では、電力セーブユニットは、レガシー通信デバイスから送
信された一つ以上のパケットを記憶し、前記第二の通信デバイスが省電力モードのスリー
プサブ状態を終了しそして省電力モードのアウェイクサブ状態に切り替えるとき、もしく
は第二の通信デバイスが省電力モードを終了するとき、第二の通信デバイスに1つまたは
それ以上のパケットを転送することがさらに動作可能である。
【００３４】
　[0040]いくつかの実施形態では、電力セーブユニットは、一つ以上のパケットに関連付
けられたタイプ、一つまたは複数のパケットに関連付けられた優先度およびレガシー通信
デバイスのタイプのうち一つもしくは複数に基づいて、省電力モードのスリープサブ状態
を終了することを第二の通信デバイスに要求するため第二の通信デバイスへ制御メッセー
ジを送信するかどうかを決定すること、および、第二の通信デバイスに省電力モードのス
リープサブ状態を終了することを要求するため第二の通信デバイスへ制御メッセージを送
信することを決定する電力セーブユニットに応じて、第二の通信デバイスが省電力モード
のサブ状態を終了する要求のため、第二の通信デバイスへ制御メッセージを送信すること
がさらに動作可能である。
【００３５】
　[0041]いくつかの実施形態では、通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モー
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ドに入っていると決定する電力セーブユニットに応じて、電力セーブユニットは、第二の
通信デバイスが電力セーブモードのスリープサブ状態にある間、第二の通信デバイスへの
電力セーブプロキシブリッジとして通信デバイスを指定することを決定すること、および
通信デバイスに第二の通信デバイス向けの後続パケットをレガシー通信デバイスが送信さ
せるため、前記通信デバイスは、第二の通信デバイスへの省電力プロキシブリッジである
ことを示すため、少なくともレガシー通信デバイスに制御メッセージを送信することが動
作可能である。 
【図面の簡単な説明】
【００３６】
　[0042]添付の図面を参照することによって、当業者にとって、本実施形態はより良く理
解でき、多数のオブジェクツ、特徴、および、利点は明らかとなろう。
【図１】図１は、ハイブリッド通信ネットワーク内の電力セーブプロキシブリッジの動作
を説明する概念図である。
【図２】図2は、電力セーブプロキシデバイスの動作例を示す流れ図である。
【図３】図3は、図2の続きであり、また、電力セーブプロキシデバイスの動作例を示して
いる。
【図４】図4は、電力セーブプロキシブリッジデバイスの動作例を示す流れ図である。
【図５】図5は、図4の続きであり、また、電力セーブプロキシブリッジデバイスの動作例
を示している。
【図６】図6は、電力セーブプロキシブリッジデバイスの動作例を示すシーケンス図であ
る。
【図７】図7は、電力セーブプロキシおよび電力セーブロキシブリッジメカニズムを含む
電子デバイスの一実施形態のブロック図である。
【詳細な説明】
【００３７】
以下に続く説明は、本発明の主題事項の技術を具現化する、例示的なシステム、方法、技
術、命令シーケンス、および、コンピュータプログラムプロダクトを含む。しかしながら
、これらの特定の詳細なしに、説明する実施形態を実施してもよいことが理解される。例
には、電力セーブプロキシ（プロキシブリッジ）を示すが、例えば、機能は電力線通信po
werline communication (PLC）デバイスによって実行され、実施形態はこれに限定される
ものではない。他の実施形態では、他の適切なデバイスおよび標準（例えば、無線ローカ
ルエリアネットワーク（WLAN）において等IEEE 802.11ηデバイス、イーサネットデバイ
ス、WiMAXのようなデバイスは、本明細書で説明される動作を実施することができる。他
の例では、よく知られているインストラクションインスタンス、プロトコル、構造、およ
び、技術は、説明を曖昧にしないために、詳細に示されていない。
【００３８】
　[0051]通信デバイスは、典型的には、通信デバイスは、ネットワーク内の一つまたは複
数の他の通信デバイス（「アクティブパワーモード」）と通信することができるアクティ
ブ電力状態で動作する。しかしながら、電力を節約するために、通信デバイスは、省電力
モードにアクティブ電力モードから切り替えることができる。省電力モードでは、通信デ
バイスは、アクティブ/アウェイクサブ状態（受信されたメッセージスキャンするなどの
ために、同期のために、通信リンクの接続性を維持するためのメッセージを送信するため
に）とインアクティブ/スリープサブ状態（通信デバイスの処理コンポーネントへの電源
が切断され又は最小化される）との間で交互するように構成することができる。通信デバ
イスが省電力モードに切り替わると、通信デバイスはアウェイクサブ状態の間、通信（他
の通信デバイスから、例えば、）を受信のみすることができる。
【００３９】
したがって、信頼できる/適切な通信のために、通信デバイスは、（他の通信デバイスに
、例えば）その通信デバイスがアウェイクサブ状態であるべきまたはアクティブ電力モー
ドであるべき間の時間間隔を示すことができる。しかしながら、通信ネットワークは、典
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型的には、電力セーブ動作モードを認識/動作する通信デバイス（ここにおいて「電力セ
ーブ通信デバイス」と称する）と電力セーブ動作モードをサポート/認識しない通信デバ
イス（ここにおいて「レガシー通信デバイス」と称する。）の組合せにより構成される。
通信デバイスの省電力とは異なり、レガシー通信デバイスは、省電力モードをサポートし
ない可能性があり、省電力モードへの切り替えが不可能であってもよく、および/または
電力セーブスケジュールメッセージを検出/処理する能力を有していなくてもよい。その
ため、レガシー通信デバイスは、電力セーブ通信デバイスがいつ、どのくらいの間、省電
力モードの状態のままであろうか知らないかもしれず、そして電力セーブ通信デバイスが
省電力モードのときに電力セーブ通信デバイスと通信しようとするかもしれない。これは
、レガシー通信デバイスからの送信が失敗することもたらすことができ、その結果として
、レガシー通信デバイスと電力セーブ通信デバイスとの間の信頼できない（または失敗）
通信リンクを生ずる。 
　[0052]いくつかの実施形態では、電力セーブ通信デバイスは、レガシーネットワークデ
バイスとの彼らの通信する能力に影響を与えることなく、通信ネットワークにおける他の
通信デバイスが省電力モードに切り替わることを可能にさせる電力セーブプロキシ機構を
実装することができる。電力セーブ通信デバイスが省電力モードに入るであろうとの決定
することに応答して、他の電力セーブ通信デバイスは、省電力モードにある電力セーブ通
信デバイスのため電力セーブプロキシとして指定されることができる。いくつかの実施形
態では、電力セーブ通信デバイスは、通信ネットワークにおける他の電力セーブ通信デバ
イスが、レガシーネットワークデバイスと省電力モードにおける電力セーブ通信デバイス
("ブリッジデバイスbridge device") によってブリッジされた他のネットワークデバイス
("外部ブリチッドネットワークデバイス(external bridged network devices)")との間の
通信に影響を与えずに省電力モードに入ることを可能とする電力セーブプロキシブリッジ
機構をまた実現することができる。ブリッジデバイスは、省電力モードに入るという決定
に応答して、電力セーブプロキシブリッジとして指定された電力セーブ通信デバイスは、
それが外部ブリッジドネットワークデバイスへの省電力プロキシブリッジであると他のネ
ットワーク装置に通知することができる。電力セーブプロキシ（または電力セーブプロキ
シブリッジ）は、レガシーネットワークデバイスからの送信を監視することができ、そし
てレガシーネットワークデバイスからの送信が電力セーブ通信モード（または外部ブリッ
ジドネットワークデバイスのため）における電力セーブ通信機器を目的としているか否か
を決定することができる。もしそうであれば、図1－7を参照して以下にさらに説明するよ
うに、電力セーブプロキシ（もしくは電力セーブプロキシブリッジ）は、A）電力セーブ
通信デバイスが省電力モードを終了する後に、一時的に省電力モードにある電力セーブ通
信デバイス向けのパケットを記憶することができ、B）電力セーブ通信デバイスが省電力
モードを終了することを促し、および/またはC）レガシーネットワークが、一時的に省電
力モードにある電力セーブ通信デバイスに送信を停止することを促すことができる。パワ
ーセーブプロキシ機構は、電力セーブ通信デバイスが省電力モードにあるときでも、レガ
シー通信デバイス及び省電力通信デバイスの間の通信リンクが維持されることを確保する
ことができる。電力セーブプロキシブリッジ機構は、ブリッジデバイスが省電力モードに
あるときでも、レガシーネットワークデバイスおよび外部ブリッジドネットワークデバイ
ス間の通信リンクが維持されることを確保することができる。
【００４０】
　[0053]図1は、ハイブリッド通信網100内の電力セーブプロキシブリッジの動作を説明す
る概念図である。ハイブリッド通信ネットワーク100は、電力線ネットワーク102を備える
。電力線ネットワーク102は、無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）120とイーサネッ
ト122に結合される。電力線ネットワーク102は、中央コーディネータ104、電力セーブ電
力線通信（PLC）デバイス108および110、およびレガシーPLCデバイス112を有する。中央
コーディネータ104は、コミュニケーションユニット105を備える。コミュニケーションユ
ニット105は、電力セーブユニット106を備える。いくつかの実施形態において、PLCプロ
トコルに加えて、コミュニケーションユニット105は、他のタイプの通信（例えば、ブル
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ートゥース（登録商標）、イーサネット（登録商標）、WiMAX、WLAN、など）を可能にす
るために他のプロトコルおよび機能を実施することができる。
【００４１】
電力セーブユニット106は、本明細書に記載の電力セーブプロキシブリッジ機能および/ま
たは電力セーブプロキシ機能を実行するように構成されることができる。なお、図1に示
されていないが、いくつかの実装形態では、電力セーブPLCデバイス108および110もそれ
ぞれの通信ユニットおよび電力セーブユニット（図1の中央コーディネータ104に関連して
描かれているように）を備えてもよいことに留意されたい。いくつかの実施形態では、中
央コーディネータ104は、電力線ネットワーク102のためにマスタコーディネイティングデ
バイスとして構成されるマスタ電力セーブPLCデバイスであることができる。
【００４２】
いくつかの実施形態では、電力線ネットワーク102は、ホームプラグAV（登録商標）ネッ
トワークであってもよい、電力セーブPLCデバイス104, 108, 110は、ホームプラグAVデバ
イスで、そしてレガシPLCデバイスはホームプラグ1.0デバイスであっても良い。WLAN 120
は、WLAN デバイス114と116を有する。
【００４３】
イーサネットネットワーク122はイーサネットデバイス118を有する。
【００４４】
図1において、中央コーディネータ104は、電力線ネットワーク102をWLAN 120まで結合す
る。換言すれば、中央コーディネータ104は、電力線ネットワーク102およびWLAN 120 と
の間のWLANブリッジ（以下、「ネットワークブリッジ」または「ブリッジ」と呼ばれる）
である。同様に、電力セーブPLCデバイス110は、電力線ネットワーク102とイーサネット1
22間のイーサネットブリッジである。いくつかの実施形態において、PLCデバイス104、10
8、110、及び112は、各々PLC機能を持つ電子デバイス（例えば、ラップトップコンピュー
タ、タブレットコンピュータ、スマートアプライアンス、ゲーミングコンソール、アクセ
スポイント、または他の適切な電子デバイス）とすることができる。
【００４５】
さらに、イーサネット装置118は、イーサネット通信機能を備えた適切な電子デバイスで
あってもよい。また、WLANデバイス114および116は、無線通信機能（例えば、IEEE 802.1
 1 A / B / G / N互換デバイス）を有する各電子デバイス（例えば、ラップトップコンピ
ュータ、タブレットコンピュータ、携帯電話、スマートアプライアンス、ゲーミングコン
ソール、アクセスポイント、カメラ、又は他の適切な電子デバイス）とすることができる
。
【００４６】
　[0054]上述された中央コーディネータ104、電力セーブPLCデバイス108と110は、電力セ
ーブオペレイティングモードをサポートすることができる。
【００４７】
言い換えれば、PLCデバイス104、108、および110は、省電力モードに／から切り替わるこ
と、（いつ、どのくらいの間他のPLCデバイスが省電力モードに切り替わるかを表示する
）スケジュール電力セーブスケジュールメッセージを検出すること等が可能であり、さら
に、上述したように、レガシーPLCデバイス112は、省電力モードをサポートしていなくて
もよい。換言すれば、レガシーPLCデバイス112は、省電力モードへの切り替えが不可能で
あってもよく、および/プロセスをスケジュールメッセージ省電力を検出する能力を持っ
ていない可能性があり、省電力モードを認識しないかもしれない。レガシーPLCデバイス1
12は、2つのPLCデバイス間の不成功（または失敗）通信して、その結果、省電力モードの
スリープサブ状態で構成された電力セーブPLCデバイスにパケットを送信することができ
る。さらにステージA－ C3において以下に説明される。機能性は、レガシーPLCデバイス1
12と省電力モードに設定されているPLCデバイス110と省電力モードに構成されている電力
セーブPLCデバイスとの間の通信を調整するために実実装されることができる。
【００４８】
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　[0055]ステージAで、電力セーブPLCデバイス110は、省電力モードにアクティブ電力モ
ードから切り替えることを決定する。電力セーブPLCデバイス110は、中央コーディネータ
104に、アクティブ電力モードから省電力モードへ保留中のスイッチを指し示す。省電力
モードに設定されると、電力セーブPLCデバイス110は可能なアクティブ/アウェイクサブ
状態（例えば、メッセージを聞くため、制御メッセージを送信するため、など）と非アク
ティブ/スリープサブ状態を定期的に交互に生づる。電力セーブPLCデバイス110がアウェ
イクサブ状態（「アウェイク期間」）のままである時間間隔と電力セーブPLCデバイス110
がスリープサブ状態（「スリープ期間」）のままである期間は、電力セーブPLCデバイス1
10においてセーブされることができる電力量を決定することができる。アウェイク期間お
よびスリープ期間は、通信は、通信の優先度、および他のそのような要因の種類に応じて
変えることができる。一般的には、電力セーブPLCデバイス各々は、彼らのそれぞれアウ
ェイクサブ状態とスリープサブ状態を異なって構成することができる。そしてしたがって
、異なる電力セーブPLCデバイスは、時間の異なる長さの間（例えば、アプリケーション
要件、パワーセーブ要件に基づいて、）のアウェイクサブ状態とスリープサブ状態を設定
することができる。いくつかの実施形態では、省電力モードへの切り替えのために、電力
セーブPLCデバイス110は、中央コーディネータ104（または別の適切なマスタ通信デバイ
ス）に、そのデバイス識別子device identifier、アウェイク期間、スリープ期間を示す
ことができる。いくつかの実施形態では、電力セーブPLCデバイス110は、電力セーブPLC
デバイス110が、省電力モードに切り替わる瞬間時刻（または、その後の時間間隔）をも
示すことができる。
【００４９】
例えば、電力セーブPLCデバイス110は、100ミリ秒（または時刻13時05分20秒時）の後に
省電力モードに入ることを示すことができます。いくつかの実施形態では、電力セーブPL
Cデバイス110は、また、省電力モードを終了し、アクティブ電力モードに切り替わる（ま
たは、その後の時間間隔）時刻を示すことができる。例えば、電力セーブPLCデバイス110
は、電力セーブPLCデバイス110が60秒（または時刻13時06分20秒時）の後に省電力モード
を終了することを示すことができる。
【００５０】
　[0056]電力セーブPLCデバイス110が省電力モードに切り替わるという指示indicationを
受けた後、中央コーディネータは104（例えば、中央コーディネータ104の電力セーブユニ
ット106）が、省電力モードに切り替わるであろう電力セーブPLCデバイス110（および他
の電力セーブPLCデバイス）に関連したスリープ時間とアウェイク時間を有する省電力ス
ケジュールを決定することができる。中央コーディネータ104は、他のすべての（電力線
ネットワーク102の）アクティブモードに留まっている電力セーブPLCデバイス108へ電力
セーブスケジュールメッセージ内のパワーセーブスケジュールをブロードキャストするこ
とができる。電力セーブスケジュールメッセージは、ビーコンメッセージ、管理メッセー
ジ、または別の適切なメッセージとすることができる。 
電力セーブPLCデバイス110が省電力モードに入るという指示を受けた後に、中央コーディ
ネータ104は、電力セーブPLCデバイス110が一つまたは複数の外部ネットワークデバイス
へのネットワークブリッジであるかどうかに基づいて電力セーブPLCデバイス110のため電
力セーブプロキシブリッジもしくは電力セーブプロキシとして動作することができる。電
力セーブプロキシとして構成した場合、電力セーブPLCデバイス110とレガシーPLCデバイ
ス112間の通信が電力セーブPLCデバイス110が省電力モードであっても途絶されないこと
を確実にするため、 さらに以下および図2－３で説明されるように、中央コーディネータ
104は、省電力モードである電力セーブPLCデバイス110とレガシーPLCデバイス112との間
の媒介として作用することができる。電力セーブプロキシブリッジとして構成した場合、
中央コーディネータ104は、電力線ネットワーク102内の他のPLCデバイス108と112に、省
電力モードに入るであろう電力セーブPLCデバイス110を特定する通知を送信することがで
きる。図1を参照すると、電力セーブPLCデバイス110は、イーサネットネットワーク122と
それを構成するイーサネット装置118へのブリッジである。中央コーディネータ104は、電
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力セーブPLCデバイス110が省電力モードにある間、中央コーディネータ104は、イーサネ
ットネットワーク122と構成イーサネット装置constituent Ethernet（登録商標） device
118への電力セーブプロキシブリッジとして作用するであろうこと、およびイーサネット
デバイス118のために意図とされるいかなるパケットが中央コーディネータ104に送信され
るべきであることも示すことができる。 
　[0057]ステージBにおいて、コミュニケーションユニット105は、省電力モードにある電
力セーブPLCデバイス110のために意図とされる一つまたはそれ以上のパケットを有するレ
ガシーPLCデバイス112からの送信を検出する。中央コーディネータ104は、連続的に、レ
ガシーPLCデバイスからの送信を監視することができ、送信のいずれかが省電力モードで
の電力セーブPLCデバイス110のために意図されているかどうかを決定できる。いくつかの
実施形態では、レガシーPLCデバイス112は、電力セーブPLCデバイス110のために意図され
る一つ以上のユニキャスト制御/データパケットを有するユニキャスト送信を開始するこ
とができる。別の実施形態では、レガシーPLCデバイス112は、（省電力モードでの電力セ
ーブPLCデバイス110を含む）複数のPLCデバイスに対して意図される一つ以上のブロード
キャスト/マルチキャストパケットを有するマルチキャスト送信またはブロードキャスト
を開始することができる。レガシーPLCデバイス112からの送信を検出するのに応答して、
中央のコーディネータ104は、送信を構成するパケット（単数または複数）に関連する一
つ以上のヘッダーフィールドを読み取ることができる。一つ以上のヘッダーフィールドの
内容に基づいて、中央コーディネータ104は、パケットの宛先を決定することができる。
中央コーディネータ104は、パケットは、電力セーブPLCデバイス110向けを意図としてい
たと判別したときは、中央コーディネータ104（例えば、電力セーブユニット106）は、1
）一時的に電力セーブPLCデバイス110へのパケットの送信を停止するように、レガシーPL
Cデバイス112に促すことができ、（ステージC1に記載されている）、2）電力セーブPLCデ
バイス110に省電力モードを終了することを促し（ステージC2に記載されている）、及び/
又３）電力セーブPLCデバイス110が省電力モードである間、パケットを記憶し、そして電
力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了した後、電力セーブPLCデバイス110に記憶
されたパケットを転送する（ステージC3に記載されている）。
【００５１】
さらに、いくつかの実装形態では、中央コーディネータ104は、（例えば、別の電力セー
ブPLCデバイス108から、中央コーディネータ104によってブリッジされるWLAN装置114から
、レガシーPLCデバイス112から、）中央コーディネータ104からの電力セーブプロキシブ
リッジとされるイーサネットデバイス118を目的とする一つまたは複数のパケットも受信
できる。ユニット106は、イーサネットブリッジ（すなわち、電力セーブPLCデバイス110
）がパワーセーブ状態の間、イーサネットデバイス118に向けられたパケットを受信する
ことに応答して、ステージC1、C2、およびC3で下記に記載された一つ以上のオペレーショ
ンを実行することができる。
【００５２】
　[0058]ステージC１で、電力セーブユニット106は、レガシーPLCデバイス112が一時的に
省電力モードでの電力セーブPLCデバイス110への送信を中止させるため、レガシーPLCデ
バイス112にホールド制御メッセージを送信する。
【００５３】
ホールド制御メッセージは、レガシーPLCデバイス112が少なくともホールド時間間隔の間
電力セーブPLCデバイス110へのパケットの送信を停止すべきことを示すことができる。さ
らに図２－３を参照して説明するように、ホールド時間間隔は決定されることができるの
で、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードのアウェイクサブ状態にあるときもしくは
電力セーブPLCデバイス110がアクティブパワーモードに切り替わった後に、電力セーブPL
Cデバイス110へレガシーPLCデバイス112の送信（または再送信が）が発生する。
【００５４】
他の実装形態では、電力セーブユニット106は、電力セーブPLCデバイス110が省電力モー
ドにある限り一つまたは複数のホールド制御メッセージをレガシーPLCデバイス112に連続
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的に送信することができる。 
　[0059]ステージC2で、電力セーブユニット106は、省電力モードにある電力セーブPLCデ
バイス110に、電力セーブPLCデバイスが省電力モードを終了させるため、ウェイクアップ
制御メッセージを送信する。ユニット106はまた、電力セーブPLCデバイス110に省電力モ
ードを終了することを促すかどうかを決定することができる。図２－３で後述するように
、電力セーブユニット106は、アクティブ電力モードに切り替えて、レガシーPLCデバイス
112によって送信されたパケットを受信するために、電力セーブPLCデバイス110のパワー
セーブを通知するためにウェイクアップ制御メッセージを送信することができる。
【００５５】
　[0060]ステージC3では、レガシーPLCデバイス112からの1または複数のパケットは、省
電力モードの電力セーブPLCデバイス110を目的としているとの決定（ステージBで）に応
じて、電力セーブユニット106は、省電力モードにある電力セーブPLCデバイス110を目的
としたパケットを記憶する。いくつかの実施形態では、中央コーディネータ104は、電力
セーブPLCデバイス110のために意図されたパケットのすべてを記憶することができる。別
の実施形態では、中央コーディネータ104は、PLCデバイス110向けのパケットのサブセッ
トのみを記憶することができる（例えば、中央コーディネータ104で利用可能なストレー
ジ、パケットを送信したレガシーPLCデバイスの優先度、着信パケットの優先度に応じて
、）。ステージのC3で、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了する後、（また
は電力セーブPLCデバイスがパワーセーブのスリープサブ状態終了する後）電力セーブユ
ニット106も電力セーブPLCデバイス110に前記記憶されたパケットを転送する。いくつか
の実施形態では、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了後、電力セーブユニッ
ト106は、（例えば、電力セーブPLCデバイス110から、）通知を受信することができる。
別の実装では、いつ電力セーブデバイス110が省電力モードを終了するかを電力セーブユ
ニット106は、自動的に決定することができる（例えば、電力セーブPLCデバイス110に関
連した電力セーブスケジュールに基づいて、）。電力セーブPLCデバイス110が省電力モー
ドを終了した後、電力セーブユニット106は、電力セーブPLCデバイス110を目的とし一つ
またはそれ以上のパケットが中央コーディネータ104で利用可能であることを通知するこ
とができる。中央コーディネータ104は、次に電力セーブPLCデバイス110に記憶されたパ
ケットを転送することができる。ステージC3にて上述した動作は、たとえ電力セーブPLC
デバイス110が省電力モードであっても、レガシーPLCデバイス112との通信リンクを維持
し、からの送信を受信する電力セーブPLCデバイス110を可能にさせることができる。 
　[0061]なお、いくつかの実装形態では、中央コーディネータ104は常にアクティブ電力
モードで動作し、省電力モードに切り替えないように構成されてもよいことに留意された
い。中央コーディネータ104は、電力線ネットワーク102内の全ての電力セーブPLCデバイ
ス108と110のためのデフォルト電力セーブプロキシと電力セーブプロキシブリッジであり
得る。他の実装では、しかし、任意の適切な電力セーブPLCデバイスは、電力セーブプロ
キシおよび/または電力セーブプロキシブリッジとして指定されることができる。電力セ
ーブプロキシとして指定された電力セーブPLCデバイスは、電力セーブプロキシとしてそ
れが指定されている間は、少なくとも省電力モードに切り替われ得ない。その代わりに、
電力セーブプロキシは、連続的にレガシーPLCデバイスからの送信を監視することができ
る。省電力モードでの電力セーブPLCデバイス向けの送信の検出に応答して、電力セーブ
プロキシは、ステージC１、C2、および/または、図1のC3において上述の適切な機能を実
行することができる。
【００５６】
　[0062]これは、図1は、WLAN120とイーサネット122に結合されている電力線ネットワー
ク102を示しているが、実施形態はそのように限定されないことに留意されたい。他の実
施形態では、電力線ネットワーク102は、通信ネットワークの任意の適切な数およびタイ
プに結合することができる。さらに、いくつかの実装形態では、異なる電力セーブ通信デ
バイスは、同じ通信ネットワーク内の異なるデバイス（またはデバイスの異なるサブセッ
ト）へのネットワークブリッジとして機能することができる。例えば、いくつかの実装で
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は、WLANデバイス114および116は、同じWLAN 120に属しているが、第一の電力セーブPLC
デバイス（例えば、中央コーディネータ104）は、無線LANデバイス114へのブリッジとし
て機能することができ、そして第２の電力セーブPLCデバイス（例えば、電力セーブPLCデ
バイス108）は、WLANデバイス116へのブリッジとして機能することができる。それはまた
、いくつかの実装形態では、電力セーブPLCデバイス104、108そして110は、ホームプラグ
AV機器とすることができることに留意されたい。他の実装では、電力セーブPLCデバイス1
04、108、および110は、PLCデバイス（例えば、ホームプラグAV2デバイス、ホームプラグ
グリーンPHYデバイス、または電力セーブホームプラグデバイスの二つ以上の異なるタイ
プの組み合わせ）の他の適切なタイプとすることができる。さらに、いくつかの実装形態
では、ブリッジネットワーク120および122は、さらにイーサネット（登録商標）、WLAN（
例えば、802.11nネットワーク）、WiMAXネットワーク、他のPLCネットワーク、ハイブリ
ッドネットワークなどの通信ネットワークの他の適切なタイプとすることができる。さら
に、いくつかの実装形態では、他の適切な装置/規格（例えば、WLAN、WiMAXの、など）は
、ここに記載される電力セーブプロキシブリッジ機能、電力セーブプロキシ機能性を実現
することができる。 
　[0063]図2と図3は、電力セーブプロキシデバイスの動作例を示すフロー図（「フロー」
）200を描写する。フロー200は、図2のブロック202で始まる。
【００５７】
　[0064]ブロック202で、通信ネットワークの第1のネットワークデバイスは、通信ネット
ワークの第2のネットワークデバイスが省電力モードに入るであろうとの指示を受信する
。図1の例を参照して、中央のコーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110が省電力
モードに切り替わることの指示を受信することができる。なお、他の実装では、一つ以上
の他の適切な電力セーブPLCデバイス（例えば、電力セーブPLCデバイス108）電力セーブP
LCデバイス110が省電力モードに切り替わることの指示を受信することができることに留
意されたい。図1のステージAを参照して上述したように、省電力モードへの切り替えの前
に、電力セーブPLCデバイス110は、そのデバイス識別子、アウェイク時間、スリープ時間
、電力セーブPLCデバイス110が省電力モード入る瞬間時刻、電力セーブPLCデバイス110が
省電力モードを終了する瞬間時刻、及び/又は他の適切な情報を提供することができる。
フローは、ブロック204に続く。
【００５８】
　[0065]ブロック204で、第1のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバイスの
プロキシとして構成されている。図1の例を参照して、中央のコーディネータ104は、電力
セーブPLCデバイス110が省電力モードに入ったとき、電力セーブPLCデバイス110のための
プロキシとしてそれ自体を指定することができる。いくつかの実施形態では、中央コーデ
ィネータ104は、電力セーブPLCデバイス110のための電力セーブプロキシ（複数可）とし
て、一つまたは複数の他の適切な電力セーブPLCデバイスを指定することができる。いく
つかの実施形態では、中央コーディネータ104は、それは電力セーブPLCデバイス110のた
めの電力セーブプロキシであることを、アクティブ電力モードである電力セーブPLCデバ
イスに示すことができる。他の実装では、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバ
イス110のための電力セーブプロキシであることを示さないことがある。フローは、ブロ
ック206に続く。
【００５９】
　[0066]ブロック206で、省電力モードに入っている第2のネットワークデバイスを対象と
する一つまたはそれ以上のパケットが第1のネットワークデバイスで検出される。例えば
、中央コーディネータ104は、省電力モードに設定された電力セーブPLCデバイス110を目
的としている（従来の電力セーブPLCデバイス1 12によって送信される）一つまたは複数
のパケットを検出することができる。いくつかの実施形態では、中央コーディネータ104
は、電力線ネットワーク102を介して送信されるパケットをスヌープする(snoop)ことがで
き、パケットが省電力モードでの電力セーブPLCデバイス110のために意図されているかど
うか（例えばアドレスフィールドを読み取ることに基づいて、）を決定することができる
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。別の実施形態では、中央コーディネータ104は、連続的に従来の電力セーブPLCデバイス
112からの送信を監視することができる。従来の電力セーブPLCデバイスによる送信の検出
に応答して、中央のコーディネータ104は、送信が省電力モードにある電力セーブPLCデバ
イス110のために意図されているかどうかを判定することができる。もしそうであれば、
中央コーディネータ104は、省電力モードでの電力セーブPLCデバイス110を目的としたパ
ケットを適切に処理するために、以下のような動作を実行することができる。
【００６０】
フローは、ブロック208に続く。
【００６１】
　[0067]ブロック208で、第2のネットワークデバイスに向けられたパケットは、第1のネ
ットワークデバイスで記憶されるべきかどうかが決定される。
【００６２】
例えば、省電力モードにある電力セーブPLCデバイス110を意図とする一つまたは複数のパ
ケットの検出に応答して、中央のコーディネータ104（例えば、電力セーブユニット106）
は、電力セーブPLCデバイス110を意図とする一部／全てのパケットが、中央コーディネー
タ104で記憶されるべきであるかどうか、及び／又はその全てが記憶されるべきではない
かを判定することができる。
【００６３】
第2のネットワークデバイスに向けられたパケットは、第1のネットワークデバイスによっ
て記憶されるべきであると判定された場合、フローはブロック210に進む。そうでない場
合には、フローは、ブロック212に続く。
【００６４】
　[0068]ブロック210で、第1のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバイスを
対象としたパケットを記憶する。例えば、中央コーディネータ104は、図1のC3をステージ
を参照して上述したように、レガシーPLCデバイス112から受信し、そして省電力モードに
おける電力セーブPLCデバイス110を意図したパケットを記憶することができる。いくつか
の実施形態では、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110を意図としたパ
ケットを記憶するための一つまたは複数のローカルストレージバッファまたは他の適当な
ローカルメモリを備えることができる。別の実施形態では、中央コーディネータ104は、
電力セーブPLCデバイス110に向けられたパケットを記憶するための一つまたは複数の外部
/セカンダリストレージデバイスとインターフェースすることができる。フローは、ブロ
ック212に続く。
【００６５】
　[0069]ブロック212で、第1のネットワークデバイスは、省電力モードを終了するため第
2のネットワークデバイスを促すかどうかを決定する。例えば、中央コーディネータ104（
例えば、電力セーブユニット106）は、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了
するように促されるべきかどうかを決定できる。いくつかの実施形態では、中央コーディ
ネータ104は、電力セーブPLCデバイス110を目的としたパケットが検出されるたびに、電
力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了することを促すように構成することができ
る。
【００６６】
別の実施形態では、中央コーディネータ104は、（電力セーブPLCデバイス110を目的とし
た）パケットの一つまたは複数の所定のタイプが検出された場合にのみ、電力セーブPLC
デバイス110が省電力モードを終了することを促すように構成することができる。中央コ
ーディネータ104は、受信パケットのヘッダ（またはパケットフォーマット）を分析する
ことができ、受信したパケットが所定のパケットタイプの一つであるか否かを決定するこ
とができる。もしそうであれば、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110
に省電力モードを終了することを促し得る。例えば、中央コーディネータ104は、電力セ
ーブPLCデバイス110のために意図された一つ以上の制御/管理メッセージの検出に応答し
て、電力セーブPLCデバイス110に省電力モードを終了することを促すことができる。他の
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実装では、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110を目的とした所定数の
パケットが、中央コーディネータ104で検出された場合、電力セーブPLCデバイス110に省
電力モードを終了することを促すことができる。いくつかの実施形態では、中央コーディ
ネータ104は、パケット統計値例えば電力セーブPLCデバイス110のために検出されたパケ
ットの数、電力セーブPLCデバイス110のために意図されたパケットの属性（例えば、デー
タまたは制御パケット DHCP要求メッセージ、等か否か）を決定することができる。パケ
ット統計値に基づいて、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110に省電力
モードを終了させるかどうかを決定することができる。例えば、中央コーディネータ104
は、電力セーブPLCデバイス110が省電力モード中に電力セーブPLCデバイス110を目的とす
る少なくともN個のパケットが検出された場合に、電力セーブPLCデバイス110が省電力モ
ードを終了することを促すかを決定することができる。別の実施形態では、中央コーディ
ネータ104は、検出されたパケットの優先度、パケットが送信されたレガシーPLCデバイス
112（例えば、レガシーPLCデバイスのアドレスおよび/または優先度）、及び/又は他のこ
のような因子に基づいて、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了すること促す
かどうか決定することができる。
【００６７】
第一のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバイスが省電力モードを終了する
ことを促すべきであると判定された場合、フローはブロック214に続く。そうでない場合
には、フローは、図3のブロック216に続く。
【００６８】
　[0070]ブロック214で、ウェイクアップ制御メッセージは、第2のネットワークデバイス
が省電力モードからアクティブ電力モードに切り替えるさせるために第2のネットワーク
デバイスに送信される。例えば、上述したように、中央のコーディネータ104は（例えば
、電力セーブユニット106）、電力セーブPLCデバイスのために意図された一つまたは複数
のパケットの検出に応答して、電力セーブPLCデバイス110のために意図された一つ以上の
所定の種類のパケットの検出に応答して等、省電力モードを終了するために、電力セーブ
PLCデバイス110を促すことができる。いくつかの実施形態では、ウェイクアップ制御メッ
セージは、電力セーブPLCデバイス110を目的として検出されるパケットに関連付けられパ
ケット統計値（ブロック212において上述した）を構成する。
【００６９】
他の実装形態では、ウェイクアップ制御メッセージは、省電力モードを終了する要求およ
び電力セーブPLCデバイス110と通信しようとしているレガシーPLCデバイス112の表示を有
することができる。別の実施形態では、ウェイクアップ制御メッセージは、電力セーブPL
Cデバイス110が省電力モードを終了する必要があることを示す所定の値（例えば、フラグ
= 1）に設定されるフラグビットを単に有することができる。これは、いくつかの実装形
態（例えば、ブロック208および210の「はい」経路上）では、中央のコーディネータ104
が省電力モードでの電力セーブPLCデバイス110に向けられたパケットを記憶してもよいし
、ウェイクアップ制御メッセージを電力セーブPLCデバイス110へ、また送信することがで
きることに留意されたい。他の実装では、（例えば、ブロック208の「いいえ」の経路と
ブロック210の「はい」の経路上で）、中央コーディネータ104は、省電力モードにある電
力セーブPLCデバイス110を目的としたパケットを取り込みと記憶を行わない場合がある。
その代わり、中央コーディネータ104は、ウェイクアップ制御メッセージを送信するトリ
ガーとして電力セーブPLCデバイス110のためのパケットの検出を使用することができる。
【００７０】
次に、フローは、図3のブロック216に継続する。
【００７１】
　[0071]図3のブロック216では、ホールド制御メッセージは、第2のネットワークデバイ
スに向けられたパケットが送信されたレガシーネットワークデバイスに送信されるべきか
否かが判定される。例えば、中央コーディネータ104（例えば、電力セーブユニット106）
は、レガシーPLCデバイス112にホールド制御メッセージを送信するか否かを決定すること
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ができる。ホールド制御メッセージは、レガシーPLCデバイス112が少なくともホールド時
間間隔の間、電力セーブPLCデバイス110へパケットの送信を停止すべきことを示すことが
できる。
【００７２】
ホールド制御メッセージは、レガシーネットワークデバイスに送信されるべきであると判
定された場合、フローはブロック218に進む。そうでない場合には、フローは、ブロック2
20に続く。
【００７３】
　[0072]ブロック218において、ホールド制御メッセージは、レガシーネットワークデバ
イスが第2のネットワークデバイスへの送信を停止させるため、レガシーネットワークデ
バイスに送信される。いくつかの実施形態では、中央コーディネータ104（例えば、電力
セーブユニット106）は、電力セーブPLCデバイス110が、省電力モードに設定されている
限りの間において、レガシーPLCデバイス112にホールド制御メッセージを連続的に送信す
ることができる。ホールド制御メッセージは、レガシーPLCデバイス112が電力セーブPLC
デバイス110へ任意のパケットを送信してはならないことをレガシーPLCデバイス112に表
示することができる。他の実装では、中央のコーディネータ104（例えば、電力セーブユ
ニット106）は、レガシーPLCデバイス112にホールド制御メッセージを送信することがで
き、レガシーPLCデバイス112は、ホールド時間間隔の間、電力セーブPLCデバイス110へ送
信を中止すべきことを示すことができる。
【００７４】
ホールド時間間隔は、アウェイク期間及び電力セーブPLCデバイス110のスリープ時間、電
力セーブPLCデバイス110がスリープサブ状態からアウェイクサブ状態に切り替える後の期
間、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了する後の期間に基づいて決定するこ
とができる。いくつかの実施形態では、残り時間に等しくてもよいホールド時間間隔は、
動的に計算されることができ、そして電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了す
るまで、または電力セーブPLCデバイス110が省電力モードのスリープサブ状態までの残り
時間に等しくてもよい。別の実施形態では、ホールド時間間隔は、ウェイクアップ制御メ
ッセージ（ブロック212－214に上述）を送信するため中央コーディネータ104に必要な時
間として判断された所定の時間間隔であることができる。
【００７５】
電力セーブPLCデバイス110が要求を遵守しそして省電力モードを終了する
電力セーブPLCデバイス110が省電力モードのアウェイクサブ状態またはアクティブ電力モ
ードであるとき、レガシーPLCデバイスがその送信を電力セーブPLCデバイス110に再開始
する（例えば、パケットを再送信する）ように、ホールド時間間隔は、選択されることが
できる。例えば、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110が20ミリ秒以内
に省電力モードを終了することを決定してもよい。このため、中央コーディネータ104は
、少なくとも20ミリ秒になるべきホールド時間間隔を選択することができる。
【００７６】
別の実施形態では、ホールド時間間隔は、1つのビーコン期間などの任意の適切な所定の
時間間隔であってもよい。ホールド制御メッセージの受信に応答して、レガシーPLCデバ
イス112は、ホールド時間間隔にタイマーを設定することができ、ホールド時間間隔の間
、電力セーブPLCデバイス110への送信を防止することができる。いくつかの実施形態では
、ホールド時間間隔が省電力モードである電力セーブPLCデバイス110に合わせて操作され
ていない所定の時間間隔であれば、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス11
0が省電力モード（または省電力モードのスリープサブ状態）を終了するまで、レガシーP
LCデバイス112にホールド制御メッセージを送信し続けることができる。
【００７７】
いくつかの実施形態では、後述するように、中央コーディネータ104は、レガシーPLCデバ
イス112がホールド時間間隔の間パケットを再送することを防止するため、ホールド制御
メッセージと共に（ブロック206で検出された）パケットのための確認応答メッセージを
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送信することができる。フローは、ブロック220に続く。
【００７８】
　[0073]ブロック220で、第1のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバイスが
省電力モードを終了しており、アクティブ電力モードに切り替えたという指示を受ける。
図1の例を参照して、中央コーディネータ104（例えば、電力セーブユニット106）は、電
力セーブPLCデバイス110が、省電力モードを終了し、アクティブ電力モードに切り替わっ
たという指示を受信することができる。いくつかの実施形態では、電力セーブPLCデバイ
ス110がアクティブ電力モードに切り替わる前に、中央コーディネータ104は、電力セーブ
PLCデバイス110からの指示を受信することができる。別の実施形態では、中央コーディネ
ータ104は、電力セーブPLCデバイス110がアクティブ電力モードに切り替わった後、電力
セーブPLCデバイス110からの指示を受信することができる。
【００７９】
別の実施形態では、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110がアクティブ
電力モードに切り替えられたとき/どうかを自動的に判定することができる。いくつかの
実施形態では、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを
終了したことを示すために、もしくは電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了す
る瞬間時刻を示すために、電力線ネットワーク102内の他の電力セーブPLCデバイスに通知
をまた送信することができる。フローは、ブロック222に続く。
【００８０】
　[0074]ブロック222において、第2のネットワーク装置が省電力モードから終了したこと
の検出に応答して、第1のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバイスのために
意図され、第1のネットワークデバイスに記憶され、転送利用可能なパケット（もしあれ
ば）を転送し、および/またはレガシーネットワークデバイスにホールド制御メッセージ
を送信することを停止する。
【００８１】
例えば、図1のステージC3を参照して上述したように、中央コーディネータは、電力セー
ブPLCデバイス110が、省電力モードを終了した後で、電力セーブPLCデバイス110を目的と
する（もしあれば）パケットを転送することができる。
【００８２】
ブロック222において、電力セーブユニット106がブロック216で、レガシーPLCデバイス11
2にホールド制御メッセージを送信するように構成された場合にも、電力セーブユニット1
06は、電力セーブPLCデバイス110が、それは省電力モードを終了したことを示す後、レガ
シーPLCデバイス112にホールド制御メッセージの送信を停止することができる。レガシー
PLCデバイスが、ホールド制御メッセージを受信すること停止するとき、これはレガシーP
LCデバイス112が、電力セーブPLCデバイス110にパケットを送信することができることを
示すことができる。ブロック222から、フローが終了する。
【００８３】
　[0075] 図2－ 3は、レガシーネットワークデバイスから受信されるパケットを記憶する
かどうか、電力セーブ通信デバイスが省電力モードを終了させるかどうか、またはレガシ
ーネットワークデバイスがパケットを送信することを一時的に停止させるかどうか決定す
るための操作を記述しているが、実施形態はこれに限定されるものではないということに
留意されたい。
【００８４】
他の実施形態では、電力セーブプロキシ（または電力セーブプロキシブリッジ）は、自動
的にパケットを記憶し、ホールドメッセージを送信し、および/またはウェイクアップ制
御メッセージを送信するように構成することができる。
【００８５】
さらに、フロー200は、電力セーブプロキシ機能、電力セーブプロキシブリッジ機能が、
それぞれ行われることができる例示配列を記載することに留意されたい。しかしながら、
実施形態はこれに限定されるものではない。
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【００８６】
なお、他の実施形態では、フロー200の動作が実行されるシーケンスは異なってもよいこ
とに留意されたい。例えば、一以上のオペレーション（例えば、ブロック208,212、およ
び216に記載）は、自動的に実行されることができる。
【００８７】
別の例として、パケットを記憶し、ホールドメッセージを送信し、および/またはウェイ
クアップ制御メッセージを送信するための決定は、並列に実行されることができる。別の
例として、中央コーディネータ104は、ブロック208でPLCデバイス110に向けられたパケッ
トを記憶するかどうかを決定することができる。その場合、中央コーディネータ104は、
パケットを記憶し、PLCデバイス110にウェイクアップメッセージを送信することができる
。そうでない場合は、中央コーディネータ104は、パケットを記憶せず、レガシーPLCデバ
イス112にホールド制御メッセージを送信することができる。別の例として、ブロック212
でウェイクアップ制御メッセージを送信しないと判定された場合、中央コーディネータ10
4は、レガシーPLCデバイス112にホールド制御メッセージを自動的に送信することができ
る。
【００８８】
　[0076]これは、いくつかの実装では、レガシーネットワークデバイスは、電力セーブ通
信デバイスに送信されるパケットに関する確認応答メッセージを受信することを期待し得
ることに留意されなければならない。しかし、電力セーブ通信デバイスは、省電力モード
にあるときに確認応答メッセージメッセージを送信することができ得ない。レガシーネッ
トワークデバイスがパケットを再送信し、追加の帯域幅を消費し、通信ネットワークに殺
到し、及び/又は電力セーブ通信デバイスとの通信リンクを終わらせることを排除するた
めに、電力セーブプロキシは、電力セーブ通信デバイスに代わって、レガシーネットワー
クデバイスに一つまたは複数の確認応答メッセージを送信することができる。
【００８９】
いくつかの実施形態では、電力セーブプロキシが、パケットを取り込み、省電力モードに
ある電力セーブ通信デバイスにパケットを転送することができた場合に、電力セーブプロ
キシは、レガシーネットワークデバイスがパケットを再送信することを防止するため、レ
ガシーネットワークデバイスに確認応答メッセージを送信する。いくつかの実施形態では
、たとえ電力セーブプロキシデバイスが省電力モードにある電力セーブ通信デバイス向け
のパケットをキャプチャし、転送することができない（または構成されていない）場合で
も、電力セーブプロキシは、レガシーネットワークデバイスに確認応答メッセージを送信
することができる。この実装では、パワーセーブプロキシは、（またはその一部として）
レガシーネットワークデバイスはホールド時間間隔用の通信デバイス省電力への送信を中
止させるための確認応答メッセージメッセージに加えてホールド制御メッセージを送信す
ることができる。例えば、（レガシーネットワークデバイスへ送信される）確認応答メッ
セージメッセージは、レガシーネットワークデバイスがパケットを再送信する前に待つべ
きかどうかを示すために一つまたは複数のフィールドを有することができる。ホームプラ
グAV通信プロトコルの例を考えると、選択的確認応答メッセージメッセージは、”HOLD”
に設定されているミデアムアクセス制御（medium access control）（MAC）フレームスト
リーム応答を有することができる。これは、レガシーネットワークデバイスがパケットを
再送信する前に、所定の時間間隔（例えば、1つのビーコン期間又は別の適切な時間間隔
）、待つべきであることを示すことができる。
【００９０】
いくつかの実施形態では、ホールド制御メッセージ及びホールド時間間隔の指示は、確認
応答メッセージメッセージの一部として送信されてもよい。
【００９１】
いくつかの実施形態では、レガシーネットワークデバイスにホールド制御メッセージを送
信することは、レガシーネットワークデバイスによって送信されたパケットの暗黙の確認
応答メッセージを有することができる。いくつかの実施形態では、ホールド時間間隔は、
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ホールド制御メッセージの一部として送信することはできない。代わりに、ホールド制御
メッセージの受信に応答して、レガシーネットワークデバイスは、所定の時間間隔、電力
セーブ通信デバイスにパケットを送信することを自動的に延期できる。いくつかの実装形
態では、ホールド制御メッセージが、レガシーネットワークデバイスがホールド時間間隔
経過後に電力セーブ通信デバイスにパケットを再送することを保証するために送信される
場合に、電力セーブプロキシは、パケットに関する確認応答メッセージを送信しなくても
よい。
【００９２】
　[0077]図4および図5は、電力セーブプロキシブリッジの動作例を示すフロー図400を示
している。フロー400は、図4のブロック402で始まる。
【００９３】
図4および図5は、図6と併せて説明する。図6は、電力セーブプロキシブリッジの動作例を
示すシーケンス図600である。
【００９４】
　[0078]ブロック402で、通信ネットワークの第1のネットワークデバイスは、通信ネット
ワークの第2のネットワークデバイスが省電力モードに入ることの指示を受信する。図1の
例を参照して、電力線ネットワーク102の中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバ
イス110は、省電力モードに切り替わることの指示を受信することができる。図6のシーケ
ンス図600は、中央コーディネータ602、レガシーネットワーク装置（STA1）604と、電力
セーブ通信デバイス（STA2）606を示す。図6では、電力セーブ通信デバイス606が二つの
外部装置のXとYのブリッジである間、中央コーディネータ602は二つの外部装置のXとYの
ブリッジである。いくつかの実施形態で、外部デバイスAおよびBは、同じ外部ネットワー
ク（例えば、図1のWLAN 120）に属することができ、一方、外部デバイスXとYは、同じ外
部ネットワーク（例えば、図1のイーサネット（登録商標）122）の一部であってもよい。
他の実装では、外部機器A、B、X、およびYの一つ以上は、異なる外部ネットワークの同一
ものの一部とすることができる。図6のステージ608で、電力セーブ通信デバイス606は、
省電力モードへ切り替わる。これに先立って、電力セーブ通信デバイス606は、それが省
電力モードに入いるとき（そしてどのくらいの間か）、中央コーディネータ602に通知す
ることができる。図4に戻って参照すると、フローはブロック404に続く。
【００９５】
　[0079]ブロック404で、通信ネットワーク内の他のネットワークデバイスは、第2のネッ
トワークデバイスが省電力モードに切り替わることが通知される。
【００９６】
例えば、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードに切り替
わることを電力セーブPLCデバイス108（およびレガシーネットワーク機器112）に指示す
ることができる。図6のシーケンス図600を参照すると、中央コーディネータ602は、電力
セーブ通信デバイス606のための電力セーブプロキシとしてそれ自身を指定することがで
き、電力セーブ通信デバイス606は、もはや通信デバイスの一部ではないことをレガシー
ネットワークデバイス604に指示することができる。このために、中央コーディネータ602
は、有効な識別子のリストを示す制御メッセージ610を送信する。図6に示すように、制御
メッセージ610は、アクティブ電力モードで動作しているすべてのネットワークデバイス
の識別子(identifiers)（例えば、端末装置識別子又はTEIs）を有する－ すなわち中央コ
ーディネータ602、レガシーネットワーク装置（STA1）604と、他の電力セーブ通信デバイ
スSTA3（図6には示されていない）。図6に示すように、なぜならば電力セーブ通信デバイ
ス606は、省電力モードに入っているので、制御メッセージ610は、電力セーブ通信デバイ
ス606に関連する識別子を含まない。フローは、ブロック406に続く。
【００９７】
　[0080]ブロック406、第1のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバイスの電
力セーブプロキシブリッジ他のネットワークデバイスに提供されていることを示した。図
6を参照すると、中央コーディネータ602は、通信ネットワークの他のネットワーク装置60
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4に適切なブリッジンング（bridging）情報を有する制御メッセージ612を送信する。ブリ
ッジング情報は、中央コーディネータ602がネットワークデバイス（または電力セーブプ
ロキシブリッジ）として作用する対象のブリッジドデバイス（bridged devices）（例え
ば、MACアドレスを使用して、）を識別することができる。ブロック402を参照して上述し
たように、中央コーディネータ602は、外部機器XとYにネットワークブリッジとして指定
され、電力セーブ通信デバイス606は、外部デバイスAおよびBへのネットワークブリッジ
として指定される。電力セーブ通信デバイス606が省電力モードに切り替わる後で、中央
コーディネータ602は、外部ネットワーク装置A、B（以前に、電力セーブ通信デバイス606
によってブリッジされた）への電力セーブプロキシブリッジとしてそれ自身を指定するこ
とができる。
【００９８】
換言すれば、電力セーブ通信デバイス606が省電力モードある間、中央コーディネータ602
は、外部機器A、B、X、およびYへのネットワークブリッジとして作用する。図6では、中
央コーディネータ602は、中央コーディネータ602が制御メッセージ612における外部機器A
、B、X、およびYのネットワークアドレスを送信することにより、装置A、B、X、およびY
へのネットワークブリッジであることを示す。通信ネットワーク内の任意の従来の（また
はパワーセーブ）ネットワークデバイスに制御メッセージ612を送信することにより、中
央コーディネータ602は、デバイスSTA2、A、B、XおよびYのために意図される任意の後続
のパケットは、中央コーディネータ602に送信されるべきであることを示すことができる
。省電力モードにある電力セーブ通信デバイス606のため（または外部機器AとBのため）
に意図されたパケットを受信することに応答して、中央コーディネータ602は、以下にさ
らに説明するように適切な動作を実行することができる。フローは、ブロック408に続く
。
【００９９】
　[0081]ブロック408で、省電力モードでの第2のネットワークデバイス向けの一つまたは
複数のパケットは、第1のネットワークデバイスで検出される
図1のステージBおよび図2のブロック206で上述したように、例えば、電力セーブユニット
106は、省電力モードにおける電力セーブPLCデバイス110のために意図一つまたは複数の
パケットを検出することができる。図6を参照して、レガシーネットワークデバイス604は
、電力セーブ通信デバイス606に向けられたパケット614を中央コーディネータ602へ送信
することができる。
【０１００】
レガシーネットワークデバイス604は、中央コーディネータ602に（電力セーブ通信デバイ
ス606によってもとはブリッジされる）外部ネットワーク装置A、Bに向けられたパケット6
14をさらに送信することができる。フローは、ブロック410に続く。
【０１０１】
　[0082]ブロック410において、第2のネットワークデバイスに向けられたパケットを検出
することに応答して、第1のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバイスに向け
られたパケットを記憶し、第2のネットワークデバイスへのウェイクアップ制御メッセー
ジを送信し、および/またはレガシーネットワークデバイスにホールド制御メッセージを
送信する。図2および図3のブロック208 －ブロック220を参照してそして図1のステージC
１-C3を参照して上述したように、省電力モードにある電力セーブ通信デバイス110を目的
としたパケットの検出に応答して、電力セーブユニット106は、電力セーブPLCデバイス11
0とレガシーPLCデバイス112の間、またはブリッジされたイーサネットbridged Ethernet
装置118とレガシーPLCデバイス112との間の通信リンクの中断を防止するために、一つ以
上の適切な動作を実行することができる。
【０１０２】
中央コーディネータ104は、省電力モード（および/またはブリッジされたイーサネットデ
バイス118）にある電力セーブPLCデバイス110を目的としたパケットを記憶することがで
きる。中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了させ
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るために、電力セーブPLCデバイス110にウェイクアップ制御メッセージを送信することが
できる。中央コーディネータ104は、レガシーPLCデバイス112が、電力セーブPLCデバイス
110（および/またはブリィジされたイーサネット装置118）へパケットの送信を一時的に
停止させるため、レガシーPLCデバイス112にホールド制御メッセージを送信することがで
きる。いくつかの実施形態では、上述したように、中央コーディネータ102は、電力セー
ブPLCデバイス110を意図したパケットの検出に応答して、上記の一つ以上の動作を実行す
ることができる。図6を参照すると、中央コーディネータ602は（ステージ616で）電力セ
ーブ通信デバイス606と外部ネットワーク装置AおよびBを目的としたパケットを記憶する
ように構成されている。図4のブロック410からフローは図5のブロック412に続く。 
　[0083]ブロック412では、確認応答メッセージが第2のネットワークデバイスに代わって
レガシーネットワークデバイスに送信すべきか否かが判定される。
【０１０３】
例えば、中央コーディネータ104（例えば、電力セーブユニット106）は、ブロック408で
検出されたパケットの受信を示すために、レガシーPLCデバイス112に確認応答メッセージ
メッセージを送信するか否かを決定することができる。
【０１０４】
それは確認応答メッセージが、レガシーネットワークデバイスに送信されるべきであると
判定された場合、フローはブロック414に進む。そうでない場合には、フローは、ブロッ
ク416に続く。
【０１０５】
　[0084]ブロック414において、パケットの受信を示す確認応答メッセージは、第1のネッ
トワークデバイスの代わりにレガシーネットワークデバイスに送信される。例えば、中央
コーディネータ104は、省電力モードでの電力セーブPLCデバイス110のために意図された
パケットの受信を示すために、レガシーPLCデバイス112に確認応答メッセージメッセージ
を送信することができる。中央コーディネータ104は、中央コーディネータ104がブリッジ
電力セーブプロキシブリッジである外部のイーサネットデバイス118に向けられたパケッ
トの受信を示すために、レガシーPLCデバイス112に確認応答メッセージをまた送信するこ
とができる。いくつかの実施形態では、上述したように、確認応答メッセージメッセージ
は、レガシーPLCデバイス112によるパケットの再送信を防ぐために、レガシーPLCデバイ
ス112に送信されることができる。いくつかの実施形態では、上述したように、確認応答
メッセージメッセージは、指定されたホールド時間間隔の間レガシーPLCデバイス112によ
るパケットの再送を防止するためホールド制御メッセージによって添付されることができ
る。
【０１０６】
フローは、ブロック416に続く。
【０１０７】
　[0085]ブロック416において、第1のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバ
イスが省電力モードを終了し、アクティブ電力モードに切り替えたという指示を受ける。
図6を参照すると、電力セーブ通信デバイス606は、省電力モードを終了し、ステージ618
におけるアクティブ電力モードへ切り替わる。電力セーブ通信デバイス606が、省電力モ
ードを終了する後で、電力セーブ通信デバイス606は、中央コーディネータ602に通知する
ことができる。
【０１０８】
図5に戻って参照すると、フローはブロック418に続く。
【０１０９】
　[0086]ブロック418において、第2のネットワーク装置が省電力モードを終了したことを
検出することに応答して、第1のネットワークデバイスは、第2のネットワークデバイスの
ために意図され、それが第1のネットワークデバイスに記憶された利用可能なパケット（
もしあれば）を転送し、および/またはレガシーネットワークデバイスにホールド制御メ
ッセージを送信することを停止する。 例えば、（もしあれば）中央コーディネータ104は
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、図1のステージC3および図３のブロック222のように上述したように、電力セーブPLCデ
バイス110が省電力モードを終了した後、電力セーブPLCデバイス110を意図したパケット
を転送することができる。図6を参照すると、電力セーブ通信デバイス606は、ステージ61
8で省電力モードを終了する後に、中央コーディネータ602は、電力セーブ通信デバイス60
6およびブリッジされた外部ネットワー装置AとBのためレガシーネットワークデバイス604
から受信したパケット620を転送する。また、図3のブロック222を参照して上述したよう
に、中央コーディネータ104は、ブロック410において、レガシーPLCデバイス112にホール
ド制御メッセージを送信した場合、中央コーディネータ104が、電力セーブPLCデバイス11
0が省電力モードを終了したことを示した後に、レガシーPLCデバイス112にホールド制御
メッセージの送信を停止することができる。ブロック418から、フローはブロック420に続
く。
【０１１０】
　[0087]ブロック420において、制御メッセージは、第2のネットワークデバイスが省電力
モードを終了したことを示すために、通信ネットワーク内の他のネットワークデバイスに
送信される。例えば、中央コーディネータ104の電力セーブユニット106は、PLCデバイス1
10が省電力モードを終了しており、現在アクティブ電力モードで動作していることをPLC
デバイス108および112に指示することができる。図6のシーケンス図600を参照すると、中
央コーディネータ602は、電力セーブ通信デバイス606は通信ネットワークの一部であるこ
とをレガシーネットワークデバイス604に指示する。このために、中央コーディネータ602
は、有効なデバイス識別子のリストを有する制御メッセージ622を送信する。図6に示すよ
うに、制御メッセージ622は、アクティブ電力モードで動作しているすべてのネットワー
クデバイス － すなわち中央コーディネータ602、レガシーネットワーク装置（STA 1）60
4、電力セーブ通信デバイス（STA 2）606、およびネットワーク装置STA 3（図6には図示
せず）の識別子（例えば、TEIs）を有する。電力セーブ通信デバイス606が省電力モード
を終了したので、図6に示すように、制御メッセージ622は、電力セーブ通信デバイス606
に関連するデバイス識別子を有する。フローは、ブロック422に続く。
【０１１１】
　[0088]ブロック422において、第1のネットワークデバイスは、もはや第2のネットワー
クデバイスのための電力セーブプロキシブリッジではないとの表示（indication）が、通
信ネットワークの他のネットワークデバイスに提供される。図6を参照すると、中央コー
ディネータ602は、中央コーディネータ602がネットワークブリッジとして機能するための
外部ネットワーク装置を識別する制御メッセージ624を送信する。電力セーブ通信デバイ
ス606は、アクティブ電力モードで動作しているので、そして中央コーディネータ602が電
力セーブ通信デバイス606に関する電力セーブプロキシブリッジではないので、制御メッ
セージ624は、中央コーディネータ602が唯一の外部ネットワーク装置XとYとのネットワー
クブリッジであることを示している。少なくともレガシーネットワークデバイス604に制
御メッセージ624を送信することにより、中央コーディネータ602は、外部ネットワーク装
置XとYを意図したパケットのみが中央コーディネータ602に送信されるべきことを示すこ
とができる。
【０１１２】
図6に示すように、さらに、電力セーブ通信デバイス606は、電力セーブ通信デバイス606
が、外部ネットワーク装置AおよびBへのネットワークブリッジであることを示すために、
レガシーネットワークデバイス604に制御メッセージ626をまた送信する。レガシーネット
ワークデバイス604に制御メッセージ626を送信することにより、電力セーブ通信デバイス
606は、外部ネットワーク装置A、Bのために意図される任意の後続のパケットが電力セー
ブ通信デバイス606に送信すべきことを示すことができる。図6にさらに示すように、レガ
シーネットワークデバイス604は、電力セーブ通信デバイス606へ電力セーブ通信デバイス
606向けそして外部のネットワーク装置AおよびB向けパケットを送信しする。ブロック422
から、フローが終了する。
【０１１３】
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　[0089]なお、図4－ 6は、電力セーブ通信デバイスが省電力モードを終了させるか否か
、レガシーネットワークデバイスから受信したパケットを記憶するかどうか、またはレガ
シーネットワークデバイスがパケット送信を一時的に停止するかどうかを決定するための
操作を記載しているが、実施形態はこれに限定されるものではないということに留意され
たい。他の実施形態では、機能は、自動的にパケットを記憶し、ホールドメッセージを送
信し、および/またはウェイクアップ制御メッセージを送信するように実装されることが
でき得る。さらに、フロー400の動作が実行されるシーケンスは、異なっていてもよい。
【０１１４】
例えば、パケットを記憶し、ホールドメッセージを送信し、および/またはウェイクアッ
プ制御メッセージを送信する決定は、並行して実行され得る。
【０１１５】
　[0090]図１－６は、実施例の理解を支援するためのもの例であり、実施形態を制限した
り、特許請求の範囲を限定するために使用すべきではない。
【０１１６】
実施形態は、追加の動作、より少ない動作、異なる順序での動作、パラレルでの動作、お
よび、何らかの異なった動作を実行してもよい。例えば、いくつかの実装形態では、電力
プロキシの機能と電力セーブプロキシブリッジの機能は、図2－3（電力サーブプロキシ）
および図4－5（電力セーブプロキシブリッジ）で述べたように異なったものであってもよ
く、異なった電力セーブPLCデバイスによって提供されてもよい。他の実装形態では、電
力セーブプロキシ機能および電力セーブプロキシブリッジ機能は、統合されてもよいし、
同じ電力セーブPLCデバイスによって提供されてもよい。 
　[0091]図は、中央コーディネータ（および/または電力線ネットワーク102内の他の電力
セーブPLCデバイス）に通知する電力セーブPLCデバイス110を描いているが、実施形態は
、そのように限定されない。他の実施形態では、電力セーブPLCデバイス110は、省電力モ
ードへの切り替えのための許可（例えば中央コーディネータ104から、）を要求すること
ができる。例えば、電力セーブPLCデバイス110は、電力セーブPLCデバイス110（向けの一
つまたは複数のパケットが利用可能（中央コーディネータ104で）であるかどうかを決定
するために中央コーディネータ104に問い合わせることができる。電力セーブPLCデバイス
110を対象とするパケットが存在しない場合、電力セーブPLCデバイスは、それは（つまり
、電力セーブPLCデバイス110）、省電力モードに切り替わることを中央コーディネータ10
4に通知することができる。別の例として、電力セーブPLCデバイス110は、省電力モード
への切り替えのため許可（例えば中央コーディネータ104から）を要求することができる
。中央コーディネータ104は、パケットが電力セーブPLCデバイス110のために利用可能で
あるか否かを決定することができる。パケットが電力セーブPLCデバイス110のために利用
できない場合、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110に省電力モードを
開始する許可を与えることができる。
【０１１７】
　[0092]幾つかの実施形態では、電力セーブPLCデバイスが省電力モードのスリープサブ
状態に切り替わるときのみ、電力セーブプロキシ機能は、設けられることができる（例え
ば、電力セーブPLCデバイスのために）。他の実施形態では、電力セーブプロキシ機能は
、電力セーブPLCデバイスが、アウェイクサブ状態または省電力モードのスリープサブ状
態にあるか否かに関係なく、省電力モードで構成されているとき、設けられることができ
る。例えば、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110が、省電力モードの
スリープサブ状態になるとき、電力セーブPLCデバイス110のためのパワーセーブプロキシ
として自身を指定することができる。そして電力セーブPLCデバイス110が省電力モードの
ウエイクサブ状態に切り替わるとき（もしくは電力セーブPLCデバイス110が省電力モード
を終了するとき）それ自身を電力セーブプロキシとして開放するrelease ことができる。
別の例として、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードに
入ったとき電力セーブPLCデバイス110のための電力セーブプロキシとして自身を指定する
ことができ、電力セーブPLCデバイス110が省電力モードを終了する後のみ、電力セーブプ
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ロキシとしてそれ自身を開放することができる。いくつかの実装では、電力セーブプロキ
シ機能が、省電力モードのスリープサブ状態のみの間もしくは省電力モードの全期間の間
にのみ提供されているかどうかは、スリープ期間と電力セーブPLCデバイス110のアウェイ
ク期間に依存し得る。例えば、アウェイク期間とスリープ期間が大きい場合（例えば、ア
ウェイク期間が5秒で、スリープ期間が100秒の場合）は、電力セーブプロキシ機能は、省
電力モードのスリープサブ状態の間のみに設けられていてもよい。別の例として、アウェ
イク期間はスリープ時間よりはるかに短い場合（例えば、アウェイク期間は100ミリ秒で
あり、スリープ期間は100秒である場合、）、電力セーブプロキシ機能は、省電力モード
の全期間に設けてもよい。 
　[0093]図1は、レガシーPLCデバイス112と省電力モードでの電力セーブPLCデバイス110
間の通信を可能にするために、電力セーブプロキシ機能を実装する中央コーディネータ10
4（または別のマスタ通信デバイス）を示しているけれど、実施例は、それに制限されな
い。他の実施形態では、他の適切なアクティブ電力モードで動作している電力セーブPLC
デバイスは、電力セーブプロキシ機能を実装することができる。例えば、中央コーディネ
ータ104は、電力セーブプロキシとして電力セーブPLCデバイス108を指定することができ
る。いくつかの実施形態では、電力線ネットワーク102は、中央コーディネータ104（また
は別のマスタ通信デバイス）を備えなくてもよい。これらの実施形態では、電力セーブPL
Cデバイス110は、省電力モードに入るという決定に応答して、他の電力セーブPLCデバイ
スのうちの一つ以上は、電力セーブプロキシとして自分自身を自動的に指定することがで
きる。いくつかの実施形態では、異なる電力セーブプロキシは、異なるレガシーPLCデバ
イスのため使用されることができる。例えば、第一の電力セーブPLCデバイスが省電力モ
ードに切り替わるという決定に応じて、第2および第3の電力セーブPLCデバイスは、第一
の電力セーブPLCデバイスのためのプロキシとして、両方の動作することができる。
【０１１８】
レガシーPLCデバイスの第一のサブセットは、省電力モードでの第一のレガシーPLCデバイ
スと通信しようと試みるときに、第二の電力セーブPLCデバイスは、プロキシ（例、メッ
セージを検出する、確認応答メッセージを提供するなど）として機能することができる。
レガシーPLCデバイスの第二のサブセットが、省電力モードである第一の電力セーブPLCデ
バイスと通信しようとしたときに、第三の電力セーブPLCデバイスは（例えば、メッセー
ジを検出、確認応答メッセージを提供するなど）プロキシとして動作することができる。
いくつかの実施形態では、電力線ネットワーク内のマルチ電力セーブPLCデバイスは、プ
ロキシ機能省電力を提供するために、お互いの間で調整することができる。
【０１１９】
電力セーブプロキシ機能を提供しながら、いくつかの実施形態では、電力セーブPLCは、
アクティブ電力モードで動作することができる。電力セーブプロキシ機能が提供されてい
る間、他の実装では、電力セーブPLCデバイスはまた、省電力モードのアウェイクサブ状
態で動作することができる。換言すれば、省電力モードのスリープサブ状態に設定されて
いない電力セーブPLCデバイス（すなわち、電力セーブPLCデバイス）の任意の適切な数が
電力セーブプロキシとして指定されることができる。
【０１２０】
　[0094]図2では、レガシーPLCデバイス112からのパケットが省電力モードでの電力セー
ブPLCデバイス110を目的とし、あの電力セーブPLCデバイス110にウェイクアップ制御メッ
セージを送信していることを決定する中央コーディネータ104を説明しているけれど、実
施形態はこれに限定されるものではない。
【０１２１】
他の実施形態では、レガシーPLCデバイス112によって送信されるパケットを検出すること
に応答して、中央コーディネータ104は、省電力モードにある全ての電力セーブPLCデバイ
スにウェイクアップ制御メッセージ（例えば、複数のユニキャストメッセージ、単一のマ
ルチキャストメッセージなど）を送信することができる。つまり、中央コーディネータ10
4は、省電力モードにある全ての電力セーブPLCデバイスが省電力モードを終了することを
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促すためのトリガとしてレガシーPLCデバイス112から電力セーブPLCデバイス110へのパケ
ットの検出を使用することができる。 
　[0095]幾つかの実施形態では、中央コーディネータ104は、省電力モードにある電力セ
ーブPLCデバイス110（図2のブロック212で説明したように）を対象とされる検出されたパ
ケットに関連付けられたパケット統計値を決定することができる。中央コーディネータ10
4は、省電力モードでの電力セーブPLCデバイス110にパケット統計値を転送することがで
きる。電力セーブPLCデバイス110は、パケット統計値を分析することができ省電力モード
に残るかまたは省電力モードを終了するかどうかを決定することができる。いくつかの実
施形態では、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイスを目的としたパケットを
一時的に記憶し、前記PLCデバイス110に促す（または促すかどうかを決定するために）た
めパケット統計値を使用することができる。
【０１２２】
中央コーディネータ104は、前記PLCデバイス110が省電力モードを終了する後に、電力セ
ーブPLCデバイス110にそれらの記憶されたパケットを転送するもしくはしない場合がある
。
【０１２３】
　[0096]これは、いくつかの実装では、図1の電力線ネットワーク102は、ホームプラグAV
ネットワークHomePlug AV networkとすることができることに留意されたい。ホームプラ
グAVネットワークでは、各PLCデバイスは、電力線ネットワーク102（例えば、中央コーデ
ィネータ104）のマスタによって前記PLCデバイスに割り当てられている固有の端末装置識
別子Terminal Equipment Identifier（ TEI）によって同定されることができる。典型的
には、ホームプラグAVネットワークにおける送信は、ペイロードフィールドpayload fiel
dによってフォローされたフレーム制御フィールドを有する。フレーム制御フィールドは
、ブロードキャストモードで送信されることができ、ホームプラグAVネットワーク内の任
意のPLCデバイス（例えば、電力セーブホームプラグAV機器）によって解読deciphered/検
出されることができる。フレーム制御フィールドは、パケットが意図する宛先電力セーブ
PLCデバイス（ DTEI ）のTEI 、送信の種類、及び送信を開始した(initiated)ソースPLC
デバイス（ STEI ）のTEIを有することができる。ホームプラグAVネットワーク内の電力
セーブPLCデバイスのいずれかが、フレーム制御フィールド内のSTEIとDTEI値を読み取る
ことによって、ソースPLCデバイスと宛先PLCデバイスを決定することができる。
【０１２４】
また、中央コーディネータ104は、定期的に現在の有効なTEIのリストをブロードキャスト
することができる。現在有効なTEIは、アクティブな電力モード（省電力モードではない
もの）であるこれらの電力セーブPLCデバイスに対応することができる。さらに、ホーム
プラグAVプロトコルが選択的確認応答メッセージとブリッジングをサポートすることがで
きることに留意されたい。
【０１２５】
したがって、本明細書に記載の電力セーブプロキシブリッジ機能もホームプラグAVネット
ワークで提供されることができる。上述したように、（他の通信ネットワークの例）ブリ
ッジネットワークデバイスを対象としたパケットは、電力セーブプロキシブリッジに指定
されている電力セーブPLCデバイスによってルートされることができる。
【０１２６】
　[0097]ホームプラグAVネットワーク内のいくつかの実装では、PLCデバイスは、固有の
トーンマップunique tonemapを使用して他のPLCデバイスと通信を行うことができる。ト
ーンマップは、符号化率など、ガードタイムguard time間隔、通信に使用される各キャリ
アの変調方式を示すことができ、通常の動作中、トーンマップは、2つのPLCデバイスの間
で交換されることができる（そして2つのPLCデバイスによる合意され得る）。トーンマッ
プは、2つの電力セーブPLCデバイスに一意であってもよいし、 2つの電力セーブPLCデバ
イスとの間で交換されるユニキャスト通信のペイロードを復号化するために使用すること
ができる。換言すれば、他の電力セーブPLCデバイスは、他の電力セーブPLCデバイスがそ
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の送信のために使用されたトーンマップを持っていない限り（二電力セーブPLCデバイス
との間で交換）送信を復号化できない可能性がある。
【０１２７】
いくつかの実施形態では、 PLCデバイスは、省電力モードに入る電力セーブプロキシにそ
のトーンマップを提供することができる。これは省電力モードにあるPLCデバイス向けの
ユニキャスト送信を復号化するために、電力セーブプロキシを有効にすることができる。
図1を参照すると、 電力セーブPLCデバイス110が省電力モードに入る前に、電力セーブPL
Cデバイス110は、トーンマップ（例えば、レガシーPLCデバイス112と通信するためおよび
PLCデバイス110によって使用される）を中央コーディネータ104へ提供することができる
。
【０１２８】
レガシーPLCデバイス112が電力セーブPLCデバイス110と通信することを試みるときに、中
央コーディネータ104は、送信を検出し、デコードし、（一実施形態では）伝送で受信し
た情報/データをローカリlocallyに記憶することができる。電力セーブPLCデバイス110が
省電力モードを終了すると、中央コーディネータ104は、電力セーブPLCデバイス110へ記
憶された情報を転送することができる。
【０１２９】
　[0098]実施形態は、全体的にハードウェアの実施形態、全体的にソフトウェアの実施形
態、または、概して、all ”回路”、”モジュール”、または、”システム”とここで呼
ばれることがある、ソフトウェアの態様とハードウェアの態様とを組み合わせた実施形態
の形をとってもよく、さらに、発明の主題事項の実施形態は、媒体中で具現化されるコン
ピュータが使用可能なプログラムコードを有する表現の、任意の有体的な媒体において具
現化されるコンピュータプログラムプロダクトの形をとってもよい。説明した実施形態は
、機械読取可能媒体を含んでもよい、コンピュータプログラムプロダクト、または、ソフ
トウェアとして提供されてもよく、機械読取可能媒体は、その上に命令を記憶させており
、命令は、すべての考えられるバリエーションがここでは列挙できないことから、現在説
明されているか否かにかかわらず、実施形態にしたがってプロセスを実行するようにコン
ピュータシステム（または、他の電子デバイス）をプログラミングするために使用されて
もよい。機械読取可能媒体は、機械（例えば、コンピュータ）によって読取可能な形（例
えば、ソフトウェア、処理アプリケーション）で、情報を記憶または送信するための任意
のメカニズムを含む。機械可読媒体は、機械読み取り可能な記憶媒体、または機械読み取
り可能な信号媒体であってもよい。機械可読記憶媒体は、例えば、磁気記憶媒体（例えば
、フロッピー（登録商標）ディスク）に限定されず、光記憶媒体（例えば、 CD- ROM ）
、光磁気記憶媒体; （ROM読み出し専用メモリ）、ランダムアクセスメモリ（ RAM ）、消
去可能なプログラマブルメモリ（例えば、 EPROMおよびEEPROM）、フラッシュメモリ、あ
るいは他のタイプの電子的な命令（例えば、一つまたは複数のプロセッサによって実行可
能な）を記憶するのに適する有形媒体含むことができる。機械読取可能信号媒体は、そこ
で具現化されるコンピュータ読取可能プログラムコードで伝搬されるデータ信号、例えば
、電気の、光の、音響の、または、他の形の伝搬信号（例えば、搬送波、赤外線、デジタ
ル信号等）を含んでもよい。機械読取可能媒体上で具現化されるプログラムコードは、こ
れらに限定されないが、ワイヤライン、ワイヤレス、光ファイバケーブル、ＲＦ、または
、他の通信媒体を含む、何らかの適切な媒体を使用して送信されてもよい。
【０１３０】
　[0099]実施形態の動作を実行するためのコンピュータプログラムコードは、Ｊａｖａ（
登録商標）、Ｓｍａｌｌｔａｌｋ、Ｃ＋＋またはこれらに類似するもののような、オブジ
ェクト指向プログラミング言語と、”Ｃ”プログラミング言語または類似のプログラミン
グ言語のような、従来の手続き型プログラミング(procedural programming)言語を含む、
１つ以上のプログラミング言語の何らかの組み合わせで、書かれてもよい。プログラムコ
ードは、ユーザのコンピュータにおいて全体的に実行してもよく、ユーザのコンピュータ
の一部で実行してもよく、スタンドアローン型ソフトウェアパッケージとして実行しても
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よく、ユーザのコンピュータの一部および遠隔コンピュータの一部で実行してもよく、遠
隔コンピュータまたはサーバにおいて全体的に実行してもよい。後者のシナリオでは、ロ
ーカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）、また
は、ワイドエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含む、任意のタイプのネットワークを通し
て、遠隔コンピュータは、ユーザのコンピュータに接続されていてもよく、あるいは、（
例えば、インターネットサービスプロバイダを使用して、インターネットを通して）外部
コンピュータに対する接続が行われてもよい。
【０１３１】
　[0100]図7は、省電力プロキシと電力セーブプロキシブリッジ機構を含む電子デバイス7
00の一実施形態のブロック図である。いくつかの実施形態では、電子装置700は、デスク
トップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、携帯電話、
スマート家電、電力線通信デバイス、ゲームコンソール、ネットワークブリッジ装置、ま
たは他の電子システムのいずれであってもよく、通信ユニットは、一つ以上の複数の通信
ネットワークを介して通信するように構成されている。電子デバイス７００は、（場合に
よっては、複数のプロセッサ、複数のコア、複数のノード、および／または、マルチスレ
ッディング（multi-threading）の実現を含む）プロセッサユニット７０２を備える。電
子デバイス７００は、メモリユニット７０６を備える。
【０１３２】
メモリユニット７０６は、（例えば、キャッシュ、ＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ゼロコンデンサ
ＲＡＭ、ツイントランジスタＲＡＭ、ｅＤＲＡＭ、ＥＤＯ、ＲＡＭ、ＤＤＲ、ＲＡＭ（登
録商標）、ＥＥＰＲＯＭ、ＮＲＡＭ、ＲＲＡＭ（登録商標）、ＳＯＮＯＳ、ＰＲＡＭ等の
うちの１つ以上である）システムメモリであってもよく、または、先に既に説明した機械
読取可能媒体の可能性ある実現のうちの何らかの１つ以上であってもよい。電子デバイス
700はまた、バス710 （例えば、 PCI 、 ISA 、 PCI-エクスプレス、ハイパートランス（
登録商標） 、インフィニバンド（登録商標）等のNuBus 、 AHB 、 AXI など）、および
無線ネットワークインターフェースのうちの少なくとも1つを含むネットワークインタフ
ェース704（例えば、 WLANインタフェース、ブルートゥースインタフェース（登録商標）
 、 WiMAXのインタフェース、ジグビー（登録商標）インタフェース、ワイヤレスUSBイン
タフェース等）と、有線ネットワークインタフェース（例えば、電力線通信インタフェー
ス、イーサネットインタフェース、 ）を備える。 
いくつかの実施形態では、電子デバイス700は、複数のネットワークインタフェースを備
えることができる。異なる通信ネットワークに各々が電子装置700と結合する。例えば、
電子デバイス700は、それぞれ電力線ネットワーク、イーサネット、および無線ローカル
エリアネットワークを有する電子機器700に接続する電力線通信インタフェース、イーサ
ネットインタフェース、およびWLANインタフェースを備えることができる。
【０１３３】
　[0101]電子デバイス700は、通信ユニット708も含む。通信ユニット708は、電力セーブ
ユニット712を有する。図1 -3を参照して上述したように、いくつかの例では、電子デバ
イス700は、省電力モードに設定されている別の電子デバイスのための電力セーブプロキ
シとして動作することができる。図1 、図4-6を参照して上述したように他の例では、ネ
ットワークブリッジとして元来指定されている他の電子装置が省電力モードに設定されて
いる間、電子装置600は、一つまたは複数の外部ネットワーク装置への電力セーブプロキ
シブリッジとして動作することができる。これらの機能性のうちの何らかの１つは、ハー
ドウェアで、および／または、プロセッサユニット７０２上で、部分的に（または、全体
的に）実現されてもよい。例えば、機能性等の周辺装置またはカード上のコプロセッサco
-processorの内で、プロセッサユニット702内の実装ロジック内で、特定用途向け集積回
路で、実現には示されていないが、より少ない又は追加の構成要素を含むことができる、
実装されてもよい。さらに、図７に描かれていないいくつかのまたは追加的な要素を含む
（例えば、ビデオカード、オーディオカード、追加のネットワークインターフェース、周
辺機器など）。プロセッサユニット７０２と、メモリユニット７０６と、ネットワークイ
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ンターフェース704とは、バス７１０に結合される。
【０１３４】
バス７１０に結合されているものとして図示されているが、メモリユニット７０６は、プ
ロセッサユニット７０２に結合されてもよい。
【０１３５】
　[0102]さまざまなインプリメンテーションズおよびイクスプロイテイションズexploita
tionsを参照して、実施形態を説明してきたが、これらの実施形態は例示的なものであり
、発明の主題事項の範囲は、これらに限定されないことが理解されるだろう。一般に、本
明細書に記載されるように、通信ネットワークにおいて電力セーブプロキシを実現するた
めの技術は、任意のハードウェアシステムまたは複数のハードウェアシステムと一致する
施設で実施されてもよい。多くのバリエーション、修正、追加、および、改善がありえる
。
【０１３６】
　[0103]単一の具体例としてここで説明したコンポーネント、動作、または、構造に対し
て、複数の具体例が提供されてもよい。最後に、さまざまなコンポーネント、動作、およ
び、データ記憶装置間の境界は、いくらか任意のものであり、特定の動作は、特定の例示
的な構成の文脈で図示されている。機能性の他の割り振りが心に浮かび、発明の主題事項
の範囲内にあってもよい。
【０１３７】
　一般に、例示的な構成において別々のコンポーネントとして提示した構造および機能性
は、組み合わされた構造またはコンポーネントとして実現されてもよい。同様に、単一の
コンポーネントとして提示した構造および機能性は、別々のコンポーネントとして実現さ
れてもよい。これらの、および、他の、バリエーション、修正、追加、および、改善が、
発明の主題事項の範囲内にあってもよい。
以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードであることを第一の通信
デバイスにおいて決定し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記第二の通信デバイスのため電
力セーブプロキシとして前記第一の通信デバイスを指定することを前記第一の通信デバイ
スにおいて決定し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間、前記第二の通信デバイスに前記通
信ネットワークのレガシー通信デバイスから送信される一つまたは複数のパケットを前記
第一の通信デバイスにおいて検出し、そして
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間に前記レガシー通信デバイスから前
記第二の通信デバイスに送信される前記一つまたは複数のパケットを前記検出するのに応
じて、前記第二の通信デバイスが、前記一つまたは複数のパケットを受信できるように、
前記第二の通信デバイスに前記省電力モードを終了することを要求するため、前記第一の
通信デバイスから前記第二の通信デバイスへの制御メッセージを送信することと、を備え
る方法。
［Ｃ２］前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードであると前
記決定することは、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードに関連するスリープサブ
状態に入るときを、第一の通信デバイスにおいて、決定することを有し、そして、前記第
二の通信デバイスが前記省電力モードにある間に、前記第二の通信デバイスへの前記通信
ネットワークの前記レガシー通信デバイスから送信される前記1つもしくはそれ以上のパ
ケットを前記検出することは、第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサ
ブ状態にある間に、前記第二の通信デバイスに、前記レガシー通信デバイスから送信され
る前記一つまたはそれ以上のパケットを前記第一の通信デバイスで検出することと、を備
える請求項1に記載の方法。
［Ｃ３］前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードであると前
記決定することは、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードに切り替わるであろうた
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めの時間間隔と、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードに切り替わるであろう瞬間
時間を示す前記第二の通信デバイスからの通知を、前記第一の通信デバイスにおいて、受
信することと、を備えるＣ1に記載の方法。
［Ｃ４］前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間に前記第二の通信デバイス
への前記通信ネットワークの前記レガシー通信デバイスから送信される前記一つまたはそ
れ以上のパケットを前記検出することは、
前記第一の通信デバイスにおいて、前記通信ネットワークの前記レガシー通信デバイスか
らの複数の送信を監視すること、および
前記レガシー通信デバイスからの第一の前記複数の送信は、前記省電力モード内の前記第
二の通信デバイスのために意図されていることを前記第一の通信デバイスにおいて決定す
ることと、を備えるＣ1に記載の方法。
［Ｃ５］前記レガシー通信デバイスから送信される前記一つまたはそれ以上のパケットを
前記第一の通信デバイスにおいて記憶し、そして前記第二の通信デバイスが前記省電力モ
ードを終了するとき、前記第二の通信デバイスへ前記第一の通信デバイスから前記一つま
たはそれ以上のパケットを転送することと、をさらに備えるＣ1に記載の方法。
［Ｃ６］前記第二の通信デバイスが前記省電力モードを終了するときに前記第二の通信デ
バイスに前記第一の通信デバイスから前記一つまたはそれ以上のパケットを前記転送する
ことは、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードのスリープサブ状態を終了するとき
を前記第一の通信デバイスにおいて決定し、前記第二の通信デバイスが前記省電力モード
の前記スリープサブ状態を終了するとき前記第一の通信デバイスから前記第二の通信デバ
イスに前記一つまたはそれ以上のパケットを転送することと、を備えるＣ5に記載の方法
。
［Ｃ７］前記第一の通信デバイスから前記第二の通信デバイスに前記第二の通信デバイス
が前記省電力モードを終了することを要求するため、前記制御メッセージを送信すること
は、前記省電力モードにある前記第二の通信デバイスのために前記レガシー通信デバイス
から受信した前記一つまたはそれ以上のパケットのタイプに、少なくとも一部は、基づく
パケット統計値を前記第一の通信デバイスで決定し、前記第一の通信デバイスから前記第
二の通信デバイスへ前記パケット統計値を前記制御メッセージに提供すること、を備える
Ｃ1に記載の方法。
［Ｃ８］前記第二の通信デバイスが前記省電力モードを終了することを要求のため前記第
二の通信デバイスへの前記第一の通信デバイスから前記制御メッセージを前記送信するこ
とは、前記第二の通信デバイスに、前記一つまたは複数のパケットに関連付けられたタイ
プ、前記一つ以上のパケットに関連付けられた優先順位そして前記レガシー通信デバイス
のタイプの少なくとも1つに基づく前記省電力モードを終了することを要求するのために
前記第二の通信デバイスへ前記制御メッセージを送信するか否かを前記第一の通信デバイ
スにおいて、決定すること、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ９］前記第二の通信デバイスが前記スリープ状態にある間に前記通信ネットワークの
前記レガシー通信デバイスから前記第二の通信デバイスに送信される前記一つまたはそれ
以上のパケットを検出するのに応じて、前記方法は、
前記第二の通信デバイスが前記一つまたはそれ以上のパケットを受信したことを示すため
および前記レガシー通信デバイスが前記第二の通信デバイスに前記一つまたは複数のパケ
ットを再送することを停止するために、前記レガシー通信デバイスへ前記第一の通信デバ
イスから確認応答メッセージを送信すること、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１０］前記レガシー通信デバイスに少なくともホールド時間間隔の間、前記第二の通
信デバイスへ送信を中止することを要求するため、前記レガシー通信デバイスに前記第一
の通信デバイスからホールド時間間隔を含むホールド制御メッセージを送信すること、を
さらに備えるＣ1に記載の方法。
［Ｃ１１］前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードに入って
いるとの前記決定に応じて、前記方法は、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードで
ある間、前記第二の通信デバイスへの電力セーブプロキシブリッジとして前記第一の通信
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デバイスを指定することを決定すること、そして、前記レガシー通信デバイスに前記第一
の通信デバイスへの前記第二の通信デバイス向けの後続パケットを送信させるため、前記
第一の通信デバイスが前記第二の通信デバイスへの前記電力セーブプロキシブリッジであ
ることを示すために、前記第一の通信デバイスから少なくとも前記レガシー通信デバイス
に第二の制御メッセージを送信すること、をさらに備えるＣ1に記載の方法。
［Ｃ１２］前記第一の通信デバイスで前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが
前記省電力モードを終了することを判別し、
前記レガシー通信デバイスに前記第二の通信デバイスへの前記第二の通信デバイス向けの
後続パケットを送信させるため、前記第一の通信デバイスが、もはや第二の通信デバイス
への前記電力セーブプロキシブリッジでないことを示すために、前記第一の通信デバイス
から少なくとも前記レガシー通信デバイスに第三の制御メッセージを送信すること、をさ
らに備えるＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］前記第二の通信デバイスは、第三の通信デバイスへのネットワークブリッジで
あり、そして、前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードであ
ることを前記決定することに応じて、前記方法は、前記第二の通信デバイスが前記省電力
モードにある間に、前記第二の通信デバイスと前記第三の通信デバイスへの前記電力セー
ブプロキシブリッジとして前記第一の通信デバイスを指定することを決定すること、
前記レガシー通信デバイスに前記第一の通信デバイスへ前記第二の通信デバイスと前記第
三の通信デバイス向けの後続パケットを送信させるため、前記第一の通信デバイスが前記
第二の通信デバイスと前記第三の通信デバイスへの前記電力セーブプロキシブリッジであ
ることを示すため、少なくとも前記レガシー通信に前記第一の通信デバイスから第二の制
御メッセージの送信すること、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１４］前記第一の通信デバイス、前記第二の通信デバイス、及び前記レガシー通信デ
バイスが電力線通信ネットワーク、イーサネット、および無線ローカルエリアネットワー
クの少なくとも1つを介して通信するように構成されているＣ１に記載の方法。
［Ｃ１５］通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードに入っていることを、
第一の通信デバイスにおいて、決定することと、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードに関連付けられたスリープサブ状態に入ると
きを前記第一の通信デバイスにおいて、決定することと、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態にある間、前記第二
の通信デバイスのために、前記第一の通信デバイスを電力セーブプロキシとして指定する
ことを、前記第一の通信デバイスにおいて決定すること、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態にある間に、前記第
二の通信デバイスへ前記通信ネットワークのレガシー通信デバイスから送信される一つま
たはそれ以上のパケットを、前記第一の通信デバイスにおいて検出すること、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態にある間、前記第二
の通信デバイスに前記レガシー通信デバイスから送信される一つまたはそれ以上のパケッ
トを前記検出することに応じて、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードのスリープ
サブ状態にある間、前記第二の通信デバイスへのパケットの送信を停止することを前記レ
ガシー通信デバイスに要求するために、前記レガシー通信デバイスに前記第一の通信デバ
イスから一つ以上のホールド制御メッセージを送信すること、を備える方法。
［Ｃ１６］前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードであるこ
とを前記決定することは、前記第一の通信デバイスにおいて、前記第二の通信デバイスか
ら、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態に切り替わるで
あろう瞬間時刻と、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態
に切り替わるであろう時間間隔の通知を受信すること、を備えるＣ15に記載の方法。
［Ｃ１７］前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間に、前記第二の通信デバ
イスへの前記通信ネットワークの前記レガシー通信デバイスから送信される一つまたはそ
れ以上のパケットを前記検出することは、
前記第一の通信デバイスにおいて前記通信ネットワークの前記レガシー通信デバイスから
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の複数の送信を監視すること、そして
前記レガシー通信デバイスからの第一の複数の送信は、前記省電力モードの前記スリープ
サブ状態に前記第二の通信デバイスが意図とされていることを前記第一の通信デバイスに
おいて決定すること、を備えるＣ15に記載の方法。
［Ｃ１８］前記第一の通信デバイスから前記レガシー通信デバイスに一つまたは複数のホ
ールド制御メッセージを前記送信すること
前記第二の通信デバイスは、一つまたは複数のパケットを受信したことを示すために前記
レガシー通信デバイスに、前記第一の通信デバイスから、少なくとも一つの確認応答メッ
セージを送信すること、をさらに備えるＣ15に記載の方法。
［Ｃ１９］前記第一の通信デバイスから前記レガシー通信デバイスに一つまたは複数のホ
ールド制御メッセージを前記送信することは、
前記レガシー通信デバイスが前記第二の通信デバイスにパケットの送信を停止すべきホー
ルド時間間隔を、第一の通信デバイスにおいて、決定すること、
および、一つ以上のホールド制御メッセージ内のホールド時間間隔の指標を提供すること
、
ホールド時間間隔は、所定の時間間隔、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前
記スリープサブ状態を終了するであろう後の時間周期に基づいて決定された第一の時間間
隔、および前記第二の通信デバイスが省電力モードを終了するであろう後の時間周期に基
づいて決定された第2の時間間隔のうちの一つであること、をさらに備えるＣ15に記載の
方法。
［Ｃ２０］前記第一の通信デバイスから前記レガシー通信デバイスに一つまたは複数のホ
ールド制御メッセージを前記送信することは、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態であるとき、前記レ
ガシー通信デバイスに前記第一の通信デバイスから一つまたは複数のホールド制御メッセ
ージを連続的に送信すること、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態を終了するときに、
前記第一の通信デバイスから前記レガシー通信デバイスに一つまたは複数のホールド制御
メッセージを送信を停止すること、を備えるＣ15に記載の方法。
［Ｃ２１］前記第一の通信デバイスにおいて前記レガシー通信デバイスから送信された一
つ以上のパケットを記憶し、そして
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ 状態を終了しそして前
記省電力モードの前記アウェイクサブ状態に切り替えるとき、もしくは前記第二の通信デ
バイスが前記省電力モードを終了するとき、第一の通信デバイスから第二の通信デバイス
に1つまたはそれ以上のパケットを転送すること、をさらに備えるＣ15に記載の方法。
［Ｃ２２］一つ以上のパケットに関連付けられたタイプ、一つまたは複数のパケットに関
連付けられた優先度および前記レガシー通信デバイスのタイプのうち一つもしくは複数に
基づいて、前記省電力モードの前記スリープサブ状態を終了することを前記第二の通信デ
バイスに要求するため、前記第二の通信デバイスへ制御メッセージを送信するか否かを前
記第一の通信デバイスにおいて判定し、
前記第二の通信デバイスに前記省電力モードの前記スリープサブ状態を終了することを要
求するために、前記第二の通信デバイスに制御メッセージを送信することを決定すること
に応答じて、前記第二の通信デバイスに前記省電力モードの前記スリープサブ状態を終了
することを要求するために前記第二の通信デバイスへ制御メッセージを送信すること、を
さらに備えるＣ15に記載の方法。
［Ｃ２３］前記第二の通信デバイスに前記省電力モードの前記スリープサブ状態を終了す
ることを要求するために、前記第二の通信デバイスに前記制御メッセージを前記送信する
ことは、
前記第一の通信デバイスにおいて、前記省電力モードでの前記第二の通信デバイスのため
前記レガシー通信デバイスから受信した一つまたは複数のパケットのタイプに、少なくと
も部分に、基づいてパケット統計値を決定すること、
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前記制御メッセージにおいて前記第二の通信デバイスに前記第一の通信デバイスからパケ
ット統計値を提供すること、をさらに備えるＣ15に記載の方法。
［Ｃ２４］前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードに入って
いるとの前記決定することに応じて、前記方法は、前記第二の通信デバイスが、前記省電
力モードの前記スリープサブ状態にある間に前記第二の通信デバイスへの電力セーブプロ
キシブリッジとして前記第一の通信デバイスを指定すること、
前記第一の通信デバイスに前記第二の通信デバイス向けの後続パケットを前記レガシー通
信デバイスが送信させるため、前記第一の通信デバイスは、前記第二の通信デバイスへの
前記電力セーブプロキシブリッジであることを示すため、少なくとも前記レガシー通信デ
バイスに前記第一の通信デバイスから制御メッセージを送信すること、をさらに備える請
求項15に記載の方法。
［Ｃ２５］前記第一の通信デバイス、前記第二の通信デバイス、及び前記レガシー通信デ
バイスが電力線通信ネットワーク、イーサネット、および無線ローカルエリアネットワー
クの少なくとも1つを介して通信するよう構成されるＣ15に記載の方法。
［Ｃ２６］ネットワークインターフェース、および
ネットワークインターフェースユニットに結合される電力セーブユニットを備える通信デ
バイスであって、前記電力セーブユニットは、
通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードであることを決定し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間に前記第二の通信デバイスのための
電力セーブプロキシとして前記通信デバイスを指定することを決定し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードである間に、前記第二の通信デバイスに対し
て前記通信ネットワークのレガシー通信デバイスから送信される一つまたはそれ以上のパ
ケットを検出し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにある間に前記第二の通信デバイスに前記レ
ガシー通信デバイスから送信される一つまたはそれ以上のパケットを検出する電力セーブ
ユニットに応じて、前記第二の通信デバイスが、一つ以上のパケットを受信できるように
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードを終了することを要求するため前記第二の通
信デバイスへ制御メッセージを送信すること、の動作が可能な前記通信デバイス。
［Ｃ２７］前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードであるこ
とを決定するように動作可能な前記電力セーブユニットは、前記第二の通信デバイスが前
記省電力モードに関連するスリープサブ状態になるときを決定するように動作可能な前記
電力セーブユニットを構成し、そして、
前記第二の通信デバイスが省電力モードにある間に通信ネットワークの前記レガシー通信
デバイスから前記第二の通信デバイスに送信される一つまたはそれ以上のパケットを検出
するように動作可能である前記電力セーブユニットは、前記第二の通信デバイスが省電力
モードのスリープサブ状態にある間に前記レガシー通信デバイスから前記第二の通信デバ
イスに、送信される一つまたはそれ以上のパケットを検出するように動作可能な電力セー
ブユニットを、さらに備えるＣ２６に記載の通信デバイス。
［Ｃ２８］前記電力セーブユニットは、前記レガシー通信デバイスから送信される一つま
たは複数のパケットを記憶するようにさらに動作可能であり、
前記第二の通信デバイスが省電力モードを終了するとき、もしくは前記第二の通信デバイ
スが省電力モードのスリープサブ状態を終了するとき、第二の通信デバイスに1つまたは
それ以上のパケットを転送すること、をさらに備えるＣ２６に記載の通信デバイス。
［Ｃ２９］前記第二の通信デバイスに前記省電力モードを終了するよう要求するため、第
二の通信デバイスへ制御メッセージを送信するように動作可能な前記電力セーブユニット
は、前記省電力モードにある前記第二の通信デバイスのため、前記レガシー通信デバイス
から受信した一つまたは複数のパケットのタイプに、少なくとも一部分に、基づいてパケ
ット統計値を決定すること、
前記制御メッセージにおいて第二の通信デバイスにパケット統計値を提供する動作が可能
な前記電力セーブユニット、を備えるＣ２６に記載の通信デバイス。
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［Ｃ３０］前記第二の通信デバイスがスリープ状態にある間に通信ネットワークの前記レ
ガシー通信デバイスから前記第二の通信デバイスへ送信される一つまたはそれ以上のパケ
ットを検出する前記電力セーブユニットに応じて、
前記電力セーブユニットは、前記第二の通信デバイスが一つまたはそれ以上のパケットを
受信したことを示すため、そして前記レガシー通信デバイスが第二の通信デバイスに一つ
または複数のパケットを再送することを止めるためにレガシー通信デバイスに確認応答メ
ッセージを送信するようにさらに動作可能であるＣ２６に記載の通信デバイス。
［Ｃ３１］前記電力セーブユニットは、前記レガシー通信デバイスに少なくともホールド
時間間隔の間前記第二の通信デバイスへ送信を中止することを要求するため前記レガシー
通信デバイスにホールド時間間隔を含むホールド制御メッセージを送信する、もしくは、
第二の通信デバイスが省電力モードにある間に、連続的に、レガシー通信デバイスに一つ
または複数のホールド制御メッセージを送信するようにさらに動作可能であるＣ２６に記
載の通信デバイス。
［Ｃ３２］前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあると
決定する電力セーブユニットに応じて、前記電力セーブユニットは、前記第二の通信デバ
イスが省電力モードにある間に、前記第二の通信デバイスへの電力セーブプロキシブリッ
ジとして前記通信デバイスを指定することを決定し、
そして、前記通信デバイスが、前記レガシー通信デバイスに前記通信デバイスへ第二の通
信デバイス向けの後続パケットを送信させるために、前記第二の通信デバイスへの電力セ
ーブプロキシブリッジであることを示すために、少なくともレガシー通信デバイスに第二
の制御メッセージを送信するように動作可能である、Ｃ２６に記載の通信デバイス。
［Ｃ３３］ネットワークインターフェースと、および
ネットワークインタフェースで接続された電力セーブユニットとを備え、前記電力セーブ
ユニットは、
通信ネットワークの第二の通信デバイスが省電力モードにあると決定し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードに関連するスリープサブ状態に入るときを決
定し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態にある間に前記第二
の通信デバイスのため電力セーブプロキシとして前記通信デバイスを指定することを決定
し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープサブ状態にある間に前記通信
ネットワークのレガシー通信デバイスから前記第二の通信デバイスに送信される一つまた
はそれ以上のパケットを検出し、
前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリープ状態にある間に、前記通信ネ
ットワークの前記レガシー通信デバイスから前記第二の通信デバイスへ送信される前記一
つまたはそれ以上のパケットを前記検出することに応じて、前記第二の通信デバイスが前
記省電力モードの前記スリープサブ状態にある間に前記第二の通信デバイスへパケットの
送信を停止することを前記レガシー通信デバイスに要求するため、前記レガシー通信デバ
イスに、一つまたはそれ以上のホールド制御メッセージを送信する動作が可能である通信
デバイス。
［Ｃ３４］前記レガシー通信デバイスへ前記一つまたは複数のホールド制御メッセージを
送信するように動作可能な前記電力セーブユニットは、
第二の通信デバイスが、一つまたは複数のパケットを受信したことを示す少なくとも一つ
の確認応答メッセージをレガシー通信デバイスに送信する動作が可能である電力セーブユ
ニットを、さらに備えるＣ３３に記載の通信デバイス。
［Ｃ３５］前記レガシー通信デバイスに前記一つまたは複数のホールド制御メッセージを
送信するように動作可能な前記電力セーブユニットは、
前記一つまたは複数のホールド制御メッセージ内にホールド時間間隔の表示を提供し、こ
こにおいて、前記ホールド時間間隔は、第二の通信デバイスが省電力モードのサブ状態に
ある間に、レガシー通信デバイスに一つまたは複数のホールド制御メッセージを連続的に
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止すべきかに関する時間周期を示す動作が可能である電力セーブユニットを、さらに備え
るＣ３３に記載の通信デバイス。
［Ｃ３６］前記電力セーブユニットが前記レガシー通信デバイスから送信された前記一つ
以上のパケットを記憶し、そして、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記ス
リープサブ状態を終了しそして前記省電力モードの前記アウェイクサブ状態に切り替わる
とき、もしくは前記第二の通信デバイスが省電力モードを終了するとき、前記第二の通信
デバイスに前記1つまたはそれ以上のパケットを転送するようにさらに動作可能であるＣ
３３に記載の通信デバイス。
［Ｃ３７］前記電力セーブユニットは、前記一つ以上のパケットに関連付けられたタイプ
、前記一つまたは複数のパケットに関連付けられた優先度および前記レガシー通信デバイ
スのタイプのうち一つもしくは複数に基づいて、前記省電力モードの前記スリープサブ状
態を終了することを前記第二の通信デバイスに要求するため前記第二の通信デバイスへ制
御メッセージを送信するかどうかを決定し、
前記第二の通信デバイスに前記省電力モードの前記スリープサブ状態を終了することを要
求するため前記第二の通信デバイスへ前記制御メッセージを送信することを決定する前記
電力セーブユニットに応じて、前記第二の通信デバイスが前記省電力モードの前記スリー
プサブ状態を終了する要求のために、前記第二の通信デバイスへ前記制御メッセージを送
信するようにさらに動作可能であるＣ３３に記載の通信デバイス。
［Ｃ３８］前記通信ネットワークの前記第二の通信デバイスが前記省電力モードにあると
決定する前記電力セーブユニットに応じて、
前記電力セーブユニットは、第二の通信デバイスが電力セーブモードのスリープサブ状態
にある間、第二の通信デバイスへの電力セーブプロキシブリッジとして通信デバイスを指
定することを決定し、
そして前記通信デバイスへ前記第二の通信デバイス向けの後続パケットをレガシー通信デ
バイスに送信させるため、前記通信デバイスは、第二の通信デバイスへの電力セーブプロ
キシブリッジであることを示すため、少なくともレガシー通信デバイスに制御メッセージ
を送信する動作が可能であるＣ３３に記載の通信デバイス。
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